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第１２章第１２章第１２章第１２章 

パリークシットパリークシットパリークシットパリークシット皇帝皇帝皇帝皇帝の誕生の誕生の誕生の誕生 
 

第１節第１節第１節第１節 

 

é[qXaaENak- ovac 
AìTQaaManaePaSa*íeNa b]øXaqZ<aaeRåTaeJaSaa   ) 
otaraYaa hTaae Ga>aR wRXaeNaaJaqivTa" PauNa" )) 1 )) 

 
シャウナカ ウヴァーチャ 

çaunaka uväca 
 

アシュヴァッタハーンムノーパスリシュテーナ 

açvatthämnopasåñöena 
 

ブラフマ・シールシュノール・テージャサー 

brahma-çérñëoru-tejasä 
 

ウッタラーヤー ハトー ガルバハ 

uttaräyä hato garbha 
 

イーシェーナージーヴィタハ プナハ 

éçenäjévitaù punaù 
 

çaunakaù uväca—聖者シャウナカが言った; açvatthämna—アシュヴァッターマー（ド

ゥローナの子息）; upasåñöena—〜の発射によって; brahma-çérñëä—無敵の武器、ブラフマ

ーストラ; uru-tejasä—高い温度によって; uttaräyäù—ウッタラー（パリークシットの⺟）

の; hataù—危険にさらされて; garbhaù—子宮; éçena—至高主によって; äjévitaù—蘇った; 

punaù—再び。 
 

聖者シャウナカが言う。「マハーラージャ・パリークシットの⺟ウッタラーの子宮は、ア

シュヴァッターマーが放った恐ろしくかつ無敵の武器ブラフマーストラによって危険にさ

らされた。しかし、マハーラージャ・パリークシットは至高主によって救われた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ナイミシャーラニャの森に集まった聖者たちはマハーラージャ・パリークシットについて

スータ・ゴースヴァーミーに尋ねましたが、その会話のなかで、ドゥローナの子息がブラフ

マーストラを発射したこと、アルジュナがその子息を懲罰したこと、クンティーデーヴィー

が主クリシュナに祈りを捧げたこと、ビーシュマデーヴァの臨終の場にパーンダヴァ兄弟た
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ちが集まったこと、ビーシュマデーヴァが主クリシュナに祈ったこと、そして主がドゥヴァ

ーラカーに出立したことなど、さまざまな話題が語られました。また主がドゥヴァーラカー

に到着したことや、そこで16,000人の妻と住んでいることなども述べられています。聖者

たちは一心に耳を傾けていましたが、ここにきて、最初の話に戻ることを希望し、シャウナ

カ・リシが質問をしました。ここから、アシュヴァッターマーが放ったブラフマーストラの

話題に戻ります。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 

TaSYa JaNMa MahabuÖe" k-MaaRi<a c MahaTMaNa" ) 
iNaDaNa& c YaQaEvaSaqTSa Pa[eTYa GaTavaNa( YaQaa  )) 2 )) 

 
タッシャ ジャンマ マハー・ブッデヘーヘ 

tasya janma mahä-buddheù 
 

カルマーニ チャ マハートゥマナハ 

karmäëi ca mahätmanaù 
 

ニダハナンム チャ ヤタハイヴァーシートゥ 

nidhanaà ca yathaiväsét 
 

サ プレーテャ ガタヴァーン ヤタハー 

sa pretya gatavän yathä 
 

tasya—彼（マハーラージャ・パリークシット）の; janma—誕生; mahä-buddheù—すば

らしい知性の ; karmäëi—活動 ; ca—もまた ; mahä-ätmanaù—その偉大な献愛者の ; 

nidhanam—他界; ca—もまた; yathä—そうだったように; eva—確かに; äsét—起こった; 

saù—彼; pretya—死後の運命; gatavän—達した; yathä—そうだったように。 
 

高い知性をそなえ、偉大な献愛者であるこの偉大な皇帝が、なぜウッターラの胎内に生を

うけたのでしょう。また、どのように皇帝に死が訪れ、そして死後なにを達成したのでしょ

う。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ハスティナープラ（現在のデリー）の王は世界を統治する皇帝でもあり、少なくともパリ

ークシット皇帝の時代までその体制は続いていました。マハーラージャ・パリークシットは

⺟親の胎内にいたときに主によって救われていますから、ブラーフマナの息子の邪悪な呪い

による早すぎる死からも救われていたはずです。マハーラージャ・パリークシットが権力の

座についたときからカリ時代がはじまったために、この時代の最初の不吉な兆しは、マハー
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ラージャ・パリークシットという高い知性をそなえ、そして献身的な王が呪われるという出

来事からはじまりました。国王は無力な市⺠を守る立場にあり、かれらの幸福、平和、繁栄

は国王の肩にかかっています。不運なことに、堕落したカリ時代の刺激によって悲運のブラ

ーフマナの子が、清廉潔白なマハーラージャ・パリークシットを呪うことに使われ、その結

果として王は７日間に死を迎える準備をしなくてはなりませんでした。マハーラージャ・パ

リークシットはヴィシュヌに守られることでよく知られた人物であり、ブラーフマナの息子

の不当な呪いを受けたとき、主の慈悲にすがって救われることもできたのですが、純粋な献

愛者だったかれはそう望みませんでした。純粋な献愛者は必要以上の恩寵を主に求めること

はしません。マハーラージャ・パリークシットは、だれの目にも明らかだったように、ブラ

ーフマナの息子の呪いが不当であることを知っていましたが、その呪いを打ちけそうとは望

みませんでした。カリ時代がすでに始まっていたこと、そしてこの時代の最初の兆候、すな

わち優れた能力を持つブラーフマナ社会が堕落するという兆しがすでに始まっていたこと

を知っていたからです。時の自然な流れを妨げるつもりはなかったし、死を喜んで、そして

適切に迎える準備をしたのでした。幸運なことに、王には死の準備をする７日間の猶予が与

えられ、その時間を、偉大な聖者で献愛者であるシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーとの交

流に正しく使ったのでした。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 

Taidd& é[aeTauiMaC^aMaae GaidTau& Yaid MaNYaSae  ) 
b]Uih Na" é[ÕDaaNaaNaa& YaSYa jaNaMadaC^uk-" )) 3 )) 

 
タドゥ イダンム シュロートゥンム イッチャーモー 

tad idaà çrotum icchämo 
 

ガディトゥンム ヤディ マニャセー 

gadituà yadi manyase 
 

ブルーヒ ナハ シュラッダダハーナーナーンム 

brühi naù çraddadhänänäà 
 

ヤッシャ ギャーナンム アダーチ チュカハ 

yasya jïänam adäc chukaù 
 

tat— す べ て ; idam— こ れ ; çrotum— 聞 く こ と ; icchämaù— 全 員 が 望 ん で い る ; 

gaditum—語ること; yadi—もし; manyase—あなたが考える; brühi—どうぞ話してくださ

い; naù—私たち; çraddadhänänäm—深い敬意を表わしている者たち; yasya—〜である者; 

jïänam—超越的知識; adät—伝えた; çukaù—シュリー・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミ

ー。 
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私たちは、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが超越的知識を授けたその人物（マハーラ

ージャ・パリークシット）について、心から敬意とともに傾聴したいと思っています。どう

か、このことについてお話しください。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、余命７日のマハーラージャ・パリークシットに超

越的知識を授け、マハーラージャ・パリークシットは熱心な生徒としてその知識を正しく傾

聴しました。『シュリーマド・バーガヴァタム』に対するそのような真摯な傾聴と吟唱の効

果は、聞く者も語る者も同じように授かることができます。双方が恩恵を授かるのです。『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』で述べられている献愛奉仕の超越的な９つの方法のなかで、

全部、あるいはいくつか、あるいは１つだけでも、適切に実践されれば同じ恩恵が得られま

す。マハーラージャ・パリークシットとシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、この唱え、

そして聞くという大切な方法を真剣に実践したからこそ、称讃に値するその試みを成就させ

ることができました。超越的悟りは、そのような真剣な傾聴と吟唱で得られるものであり、

そうでなければ成功しません。いまのカリ時代では、精神指導者と弟子についておかしな説

明があります。師は、自分が作りだした電流を自分の精神的力を弟子のなかに流しこみ、弟

子はそのショックを感じる。弟子は意識を失い、師は蓄えていたいわゆる精神的富を失った

ことを嘆いて涙にくれる――まことしやかなこのような話を哀れな一般人は信じこむので

す。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーとその弟子のマハーラージャ・パリークシットのあ

いだにはありえない話です。この聖者は篤い信仰心から『シュリーマド・バーガヴァタム』

を吟唱し、この偉大な王は正しい心構えで傾聴しました。王は師から電気ショックを感じた

わけでもなく、師から知識を授かって気絶したわけでもありません。くれぐれも、ヴェーダ

知識を騙る偽者代表者の権威のない喧伝の犠牲になってはなりません。ナイミシャーラニャ

の聖者たちは深い敬意からパリークシット王について聞きましたが、それは王がシュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーから熱心に聞くという方法で知識を授かったからです。正しい師か

ら熱心に聞くことが、唯一、超越的知識を授かる方法です。奇跡的な効果を得ようとする医

学まがいの、あるいはオカルト神秘主義は必要ありません。方法はとてもかんたんです、し

かし、誠実な心を持つ人だけが望ましい結果を授かることができるのです。 

 

第４節第４節第４節第４節 

 

SaUTa ovac 
APaqPal/ÖMaRraJa" iPaTa*vd( rÅYaNa( Pa[Jaa"  ) 
iNa"SPa*h" SavRk-aMae>Ya" k*-Z<aPaadaNauSaevYaa )) 4 )) 
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スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

アピーパラドゥ ダハルマ・ラージャハ 

apépalad dharma-räjaù 
 

ピトゥリヴァドゥ ランジャヤン プラジャーハ 

pitåvad raïjayan prajäù 
 

ニフスプリハハ サルヴァ・カーメービハャハ 

niùspåhaù sarva-kämebhyaù 
 

クリシュナ・パーダーヌセーヴァヤー 

kåñëa-pädänusevayä 
 

sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った ; apépalat—治めた ; 

dharma-räjaù—ユディシュティラ王; pitå-vat—まさに彼の父親のように; raïjayan—心地

良い; prajäù—誕生した者たち誰もが; niùspåhaù—個人的野心を持たない; sarva—すべて; 

kämebhyaù— 感覚満足か ら ; kåñëa-päda— 主シ ュリー ・クリ シュナの 蓮華の 御足 ; 

anusevayä—絶え間ない奉仕によって。 
 

シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「ユディシュティラ王は、だれをも寛大

に支えながら国を統治していた。まさに自分の父親と同じような存在だった。個人的野心も

なく、感覚を満たそうとする思いは心になかった。それは、王が主シュリー・クリシュナの

蓮華に御足につねに仕えていたからである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

私は序章で、「世界中の苦しむ人々が幸福になれるように、クリシュナの科学が世に広め

られなくてはなりません。だからこそ私たち献愛者はすべての国の読者に向かって、自分自

身の幸せのために、社会の福利のために、世界中の人々の幸せのために、クリシュナの科学

を学んでいただくようひとえにお願いするものです」と書きました。この節でも、徳の権化

でもあるマハーラージ・ユディシュティラの例によってそのことが確証されています。イン

ドでは人々がラーマ・ラージャ（Räma-räjya）を求めています。人格主神が理想的な王だ

からであり、またインドに降誕した他の王や皇帝は、地球に誕生した全生物の繁栄のために

世界の運命を支配していたからです。この節ではprajäù（プラジャーハ）という言葉が重要です。

この語源の意味は「誕生するもの」です。地球には水生動物から完璧な人類まで数多くの生

物種がいますが、どれもプラジャー（prajä）と知られています。この宇宙の創造者である

主ブラフマーは誕生した者たちすべての祖父であるため、プラジャーパティ（prajäpati）

として知られています。このように、プラジャーは現在使われている意味よりも広い意味で

使われています。王は、水生動物、植物、木、爬虫類、鳥類、動物、人間など、すべての生
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物を代表しています。すべての生物が至高主の部分体であり（『バガヴァッド・ギーター』

第14章・第４節）、王は至高主の代表者であることから、そのすべての生物を正しく守る

という責任があります。しかしこれは、高等な動物は大切にされるいっぽうで下等動物はま

ったく守られていないという、現代の混乱しきった政治体制では実行されていません。これ

は、クリシュナの科学を知る人物だけから学べる偉大な科学なのです。その科学を知ること

で私たちは世界でもっとも完璧な人物になることができ、またこの科学の知識がなければ、

いわゆる大学教育で得たいっさいの資格や博士号も無駄・無用になります。マハーラージ・

ユディシュティラはこのクリシュナの科学に精通していました。それはユディシュティラ王

がこの科学を修養しつづけたことで、すなわち主クリシュナへの献愛奉仕をつづけたことで、

国を統治する資質を得た、とこの節で言われていることからわかります。ときには父親が子

どもに冷たい態度をとることがありますが、そのために父親の資格が失われるわけではあり

ません。父親はいつでも父親です。子どものためになることをいつも思っているからです。

自分の子どもすべてが自分よりも優れた人間になってほしい、と考えています。ですから、

徳の権化でもあるマハーラージ・ユディシュティラのような王は、国内のだれもが、とくに

高い意識をそなえた人物が物質存在の些細な物事から解放されるように、主クリシュナの献

愛者になることを願っています。ユディシュティラ王の国政のモットーは市⺠たち全員の利

益に結びついていました。徳の権化であるかれは、なにがかれらの利益なのかをよく知って

いたからです。ラークシャシ（räkñasi）という邪悪な感覚満足の原則に従ったのではなく、

ただしい原則にもとづいて国を治めていたのです。理想的な王だったユディシュティラ王に

は、個人的や野心も、そして感覚満足の願いもいっさいありませんでした。感覚はすべて、

至高主への愛情奉仕のために使われていたし、その奉仕には、完全全体者の部分体である生

命体たちに対する奉仕も含まれていたからです。全体者への奉仕を考えずに、部分体への奉

仕だけに奔走している人々は、時間と力を無駄にしているだけであり、それは木の根に水を

注がずに葉だけに水を注いでいる行為と同じです。水が根に注がれれば、葉も完全に元気に

なりますが、葉だけに注がれれば木全体の力が失われていきます。ですから、マハーラージ・

ユディシュティラはいつでも主に奉仕をしており、主の部分体たちも、その行き届いた統治

によって、現世でも来世でも、あらゆる面で快適な生活が約束されていました。それが、国

を統治する完璧な方法なのです。 

 

第５節第５節第５節第５節 

 

SaMPad" §-Tavae l/aek-a Maihzq >a]aTarae Mahq ) 
JaMbUÜqPaaiDaPaTYa& c YaXaê i}aidv& GaTaMa( )) 5 )) 
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サンパダハ クラタヴォー ローカー 

sampadaù kratavo lokä 
 

マヒシー ブフラータロー マヒー 

mahiñé bhrätaro mahé 
 

ジャンブードゥヴィーパーデヒィパテャンム チャ 

jambüdvépädhipatyaà ca 
 

ヤシャシュ チャ トゥリ・ディヴァンム ガタンム 

yaçaç ca tri-divaà gatam 
 

sampadaù— 富 ; kratavaù— 供 儀 祭 ; lokäù— 未 来 の 目 的 地 ; mahiñé— 女 王 た ち ; 

bhrätaraù— 兄 弟 達 ; mahé— 地 球 ; jambü-dvépa— 地 球 あ る い は 私 た ち の 住 む 惑 星 ; 

ädhipatyam—統治権; ca—もまた; yaçaù—名声; ca—そして; tri-divam—天国の惑星; 

gatam—〜に広がる。 
 

マハーラージ・ユディシュティラの財産、優れた目的地に到達するための供儀祭、女王、

堅固な信念を持つ兄弟たち、広大な領土、地球上の統治権、名声などにまつわる知らせが、

天国の惑星にでさえ届いた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

裕福で偉大な人物の名前や名声だけが世に知れわたるものですが、マハーラージ・ユディ

シュティラの名前と名声は高位の惑星にでさえ届いていました。それは、ユディシュティラ

王の優れた統治、財産、ドゥラウパディーという栄光に満ちた妻、兄弟であるビーマやアル

ジュナの力、そしてジャンブードゥヴィーパという世界に広がる堅実な統治力ゆえのことで

す。この節のlokäù（ローカーハ）は重要です。物質・精神両世界にはさまざまなローカ・高位

の惑星が散在しています。『バガヴァッド・ギーター』（第９章・第25節）で述べられて

いるように、現世での活動の力によってその惑星に行くことができます。強引に入ることは

できません。大気圏外を数千マイルしか飛べないような乗り物を造ったちっぽけな科学者や

技術者たちに、入ることは許されないのです。科学者たちの方法では高位の惑星に到達する

ことはできません。供儀祭や奉仕をすることで、そのような幸福な惑星に入ることのできる

資格をそなえなくてはならないのです。いつも罪な生活をしている人々は、物質存在の苦悩

のなかでさらに苦しむために動物の生活に堕落するしかなく、それは『バガヴァッド・ギー

ター』（第16章・第19節）でも言われています。マハーラージ・ユディシュティラの気質

や優れた供儀祭は崇高で徳高く、高位の天国の惑星の住人たちでさえ、ユディシュティラ王

を同士として迎える準備をしていたのでした。 
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第６節第６節第６節第６節 

 

ik&- Tae k-aMaa" SaurSPaahaR Mauku-NdMaNaSaae iÜJaa" ) 
AiDaJah uMauRd& raj" +auiDaTaSYa YaQaeTare     )) 6 )) 

 
キンム テー カーマーハ スラ・スパールハー 

kià te kämäù sura-spärhä 
 

ムクンダ・マナソー ドゥヴィジャーハ 

mukunda-manaso dvijäù 
 

アデヒィジャフルル ムダンム ラーギャハ 

adhijahrur mudaà räjïaù 
 

クシュデヒィタッシャ ヤテヘータレー 

kñudhitasya yathetare 
 

kim—〜のために; te—それらすべて; kämäù—感覚の楽しみの対象; sura—天国の住人

達の; spärhäù—熱望; mukunda-manasaù—すでに神の意識である者の; dvijäù—ブラーフ

マナ達よ; adhijahruù—満足させられた; mudam—喜び; räjïaù—王の; kñudhitasya—腹

を空かせた者の; yathä—〜であるために; itare—他の物事で。 
 

ブラーフマナたちよ。王の富は人々の心を惹きつけてやまず、天国の住人たちさえ渇望し

たほどである。しかし王は、主への奉仕に没頭していたため、その奉仕以外に王の心を満た

すことのできるものはなにもなかった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

生命体を満足させるものには２つあります。物質的なものに心を奪われている人は、感覚

満足だけに満足しますが、物質の様式の条件に縛られていない人は、主を満足させるための

愛情奉仕だけで満足します。これは、生命体は本来仕える者であり、仕えられる者ではない、

という事実を物語っています。物質界の力という条件に幻惑されていれば、自分は奉仕を受

ける側にいると錯覚しますが、じっさいはそうではありません。欲情、望み、怒り、貪欲、

うぬぼれ、狂気、偏屈といった感覚の召使いになっているのです。精神的知識を達成して正

しい感覚をそなえた人は、自分は物質界の主人ではなく、感覚の召使いだったことに気づき

ます。その境地に到達した人は、主への奉仕を心から願うようになり、やがて物質的な幸福

に心奪われることなく、幸福に生きられるようになります。マハーラージャ・ユディシュテ

ィラは解放された魂の一人であり、そのような人物は、広大な王国、すばらしい妻、従順な

兄弟、満足しきった国⺠、豊かな世界などにはまったく喜びを感じなくなります。純粋な献

愛者には、このような恩恵はとくに強く望むわけでもないのに自然に用意されるものです。
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ここで述べられている例は、まさにその状況を物語っています。腹を空かせた人を喜ばせる

ものは食べ物以外にありません。 

全世界が空腹の生命体で満たされています。その空腹は、おいしい食べ物でも、身を守っ

てくれるものでも、感覚満足でもありません。それは、精神的な環境を求める気持ちです。

人々はただ無知ゆえに、充分な食糧がないから、身を守る場所や感覚満足が得られないから、

この世界は満足できるところではない、と考えます。これが幻想と言われるものです。生命

体は、精神的満足を渇望しなければ、物質的な満足を渇望するようになります。しかし、愚

かな指導者は、どれほど物質的に満たされていても、じつは飢えていることに気づきません。

では、人々が感じている飢えや貧困とはなにを指すのでしょう。それは精神的な食べ物、精

神的なオアシス、精神的な防御、精神的な感覚の満足です。どれも至高の魂である主シュリ

ー・クリシュナとの交流から得られるものであり、それらをじっさいに得た人々は、物質界

でのいわゆる食べ物、避難場所、防御、感覚満足には、たとえ天国の住人たちが楽しんでい

るものであっても、魅了されなくなります。ですから『バガヴァッド・ギーター』（第８章・

第16節）で言われているように、宇宙の頂点の惑星であるブラフマローカという地球では何

千万年にもなる寿命が得られる場所でさえ、その飢えを満たすことはできません。そのよう

な飢えは、生命体が不死不滅の境地に入ったときだけに満たされるものです。そこは、ブラ

フマローカをさえ遙かに超えた精神界で得られるものであり、献愛者に解放という超越的な

喜びを授ける主ムクンダとの交流のなかで達成されます。 

 

第７節第７節第７節第７節 
 

MaaTauGaR>aRGaTaae vqr" Sa Tada >a*GauNaNdNa ) 
ddXaR Pauåz& k-iÄÕùMaaNaae_ñTaeJaSaa  )) 7 )) 

 
マートゥル ガルバハ・ガトー ヴィーラハ 

mätur garbha-gato véraù 
 

サ タダー ブフリグ・ナンダナ 

sa tadä bhågu-nandana 
 

ダダルシャ プルシャンム カンチドゥ 

dadarça puruñaà kaïcid 
 

ダヒャマーノー ストゥラ・テージャサー 

dahyamäno 'stra-tejasä 
 

mätuù—⺟親; garbha—子宮; gataù—そこに置かれて; véraù—偉大な戦士; saù—子ども

のパリークシット; tadä—その時; bhågu-nandana—ブリグの子よ; dadarça—見ることが

できた; puruñam—至高主; kaïcit—他の誰か; dahyamänaù—焼かれる苦しみ; astra—ブ

ラフマーストラ; tejasä—温度。 
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ブリグの子（シャウナカ）よ。偉大な戦士パリークシットは、⺟親ウッタラーの胎内にあ

って、（アシュヴァッターマーが放った）ブラフマーストラの高温に焼かれる苦しみを味わ

っているとき、至高主が自分に向かってくるのを見た。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

一般的に、死んだあと、７ヶ月間昏睡状態に陥ります。生命体は、自分のカルマに応じて、

父親の精子という媒体をとおして⺟親の胎内に入ることが許されます。これが、過去の行動

にふさわしい特定の体に入る誕生の法則です。その昏睡状態から目をさましたとき、子宮内

に閉じこめられている不自由さを感じ、そこから出たいと望み、時には主に解放を祈ること

があります。マハーラージャ・パリークシットは⺟親の胎内にいたとき、アシュヴァッター

マーが放ったブラフマーストラに襲われ、焼けつくような熱を感じました。しかし主はすぐ

に、献愛者だったその子を守るために全能の力で子宮内に現われ、そしてその子・パリーク

シットは、だれかが自分を救いに近づいてくるのを見ました。そのような無力な状況にあっ

たパリークシットでしたが、生来そなえている偉大な兵士の気質ゆえに、耐えられない高温

を耐えることができました。そしてこのために、véraù（ヴィーラハ）という言葉が使われてい

ます。 

 

第８節第８節第８節第８節 

 

Ax(GauïMaa}aMaMal&/ Sfu-rTPaur$=MaaEil/NaMa(   ) 
APaqVYadXaRNa& XYaaMa& Tai@ÜaSaSaMaCYauTaMa( )) 8 )) 

 
アングシュタハ・マートゥランム アマランム 

aìguñöha-mätram amalaà 
 

スプフラトゥ・プラタ・マウリナンム 

sphurat-puraöa-maulinam 
 

アピーヴャ・ダルシャナンム シャーマンム 

apévya-darçanaà çyämaà 
 

タディドゥ ヴァーササンム アチュタンム 

taòid väsasam acyutam 
 

aìguñöha—親指の大きさで; mätram—〜だけ; amalam—超越的; sphurat—燃えている; 

puraöa— ⻩ ⾦ ; maulinam— 王 冠 ; apévya— 非 常 に 美 し い ; darçanam— 〜 を 見 て ; 

çyämam—⿊みがかった; taòit—輝いている; väsasam—衣服を着ている; acyutam—完全

無欠者（主）。 
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その人物（主）は親指ほどの大きさしかなかったが、すべてにおいて超越的な方である。

このうえなく美しく、⿊みがかった完全無欠の体を持ち、燦然と輝く衣服をまとい、きらめ

く王冠をかぶっていた。パリークシットはこの美しい姿を見たのである。 

 

第９節第９節第９節第９節 

 

é[qMaÕqgaRcTaubaRhu& Taák-aÄNaku-<@l/Ma(    ) 
+aTaJaa+a& GadaPaai<aMaaTMaNa" SavRTaaeidXaMa( ) 
Pair>a]MaNTaMauLk-a>aa& >a]aMaYaNTa& Gada& Mauhu"  )) 9 )) 

 
シュリーマドゥ・ディールガハ・チャトゥル・バーフンム 

çrémad-dérgha-catur-bähuà 
 

タプタ・カーンチャナ・クンダランム 

tapta-käïcana-kuëòalam 
 

クシャタジャークシャンム ガダー・パーニンム 

kñatajäkñaà gadä-päëim 
 

アートゥマナハ サルヴァトー ディシャンム 

ätmanaù sarvato diçam 
 

パリブフラマンタンム ウルカーバハーンム 

paribhramantam ulkäbhäà 
 

ブフラーマヤンタンム ガダーンム ムフフ 

bhrämayantaà gadäà muhuù 
 

çrémat—飾られて; dérgha—⻑期の; catuù-bähum—４本腕; tapta-käïcana—溶けた⻩

⾦; kuëòalam—耳飾り; kñataja-akñam—血の色をした赤い眼; gadä-päëim—戦闘棒を持

つ手; ätmanaù—自分の; sarvataù—すべて; diçam—周囲; paribhramantam—動き回って

いる; ulkäbhäm—流星雨のように; bhrämayantam—取り囲んでいる; gadäm—戦闘棒; 

muhuù—常に。 
 

主は４本の腕、溶けた⻩⾦の色をした耳飾り、怒気あふれる血の色の目で飾られている。

主が動くにつれ、主の戦闘棒があたかも流星雨のように主のまわりを回っている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

『ブラフマ・サムヒター』（第５章）では、至高主ゴーヴィンダが、自らの完全分身によ

って宇宙の光のなかに入り、パラマートマー・至高の魂として分散させ、全生命体の心のな

かに、そして原子のなかにでさえ入った、と述べられています。このように、主は人智を絶

する力によってあらゆる場所に遍在し、その力を使い、愛する献愛者マハーラージャ・パリ
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ークシットを救うためにウッタラーの子宮のなかに入りました。主は『バガヴァッド・ギー

ター』（９.31）で、「わたしの献愛者は決して破滅しない」と断言しています。献愛者は

主に守られているので、だれも殺すことはできませんし、主が殺そうと考えている人間はだ

れも救うことはできません。主はすべての力をそなえているからこそ、自分の意志で救った

り殺したりできるのです。マハーラージャ・パリークシットのような献愛者には、そのよう

な苦境（⺟親の胎内）にあっても、献愛者の目にふさわしい姿として主は姿を現わします。

主は何千もの宇宙よりも大きくなったり、同時に、原子よりも小さな姿になったりすること

ができます。主は慈悲深い方ですから、限りある生命体の目にふさわしい姿で現われるので

す。私たちができる計算範囲に制限されることはありません。私たちが考えられる以上の大

きさになり、私たちの目で見える物よりさらに小さくなることができます。しかし、どのよ

うな状況でも、あらゆる力をそなえた主であることに変わりありません。ウッタラーの子宮

に現われた親指ほどのヴィシュヌと、神の王国であるヴァイクンタ・ダーマにいる完全無欠

のナーラーヤナとのあいだに違いはまったくありません。主はアルチャ・ヴィグラハ

（arca-vigraha）という崇拝できる神像の姿で現われ、主をじっさいに見ることのできない

さまざまな献愛者の奉仕を受けいれます。物質要素として現われた主の姿であるアルチャ・

ヴィグラハの慈悲によって、物質界にいる献愛者でも、通常の感覚ではだれも近づけない主

に容易に主に近づくことができます。ですからアルチャ・ヴィグラハは、物質的な献愛者で

も見ることのできる完全に精神的な主の姿なのです。条件づけられた魂にとって双方には大

きな違いがあるのですが、主にとって物体も精神もありません。主には精神的存在しかなく、

同じように、主との親密な絆をもつ主の純粋な献愛者にとっても精神的存在しかありません。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

AñTaeJa" SvGadYaa NaqhariMav GaaePaiTa" ) 
ivDaMaNTa& Saiàk-zeR PaYaŒ+aTa k- wTYaSaaE  )) 10 )) 

 
アストゥラ・テージャハ スヴァ・ガダヤー 

astra-tejaù sva-gadayä 
 

ニーハーランム イヴァ ゴーパティヒ 

néhäram iva gopatiù 
 

ヴィダハマンタンム サンニカルシェー 

vidhamantaà sannikarñe 
 

パリャイクシャタ カ イティ アサウ 

paryaikñata ka ity asau 
 

astra-tejaù— ブ ラ フ マ ー ス ト ラ の 放 熱 ; sva-gadayä— 自 分 の 戦 闘 棒 を 使 っ て ; 
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néhäram—露のしずく; iva—〜のような; gopatiù—太陽; vidhamantam—消滅させる行動; 

sannikarñe—近くで; paryaikñata—見ている; kaù—誰; iti asau—この体。 
 

主は、太陽が露のしずくを蒸発させるようにブラフマーストラの放熱を消滅させるために

動いていた。その子は主を見つめていたが、その正体がわかるはずもなかった。 

 
 

第１１節第１１節第１１節第１１節 

 

ivDaUYa TadMaeYaaTMaa >aGavaNDaMaRGaub( iv>au" ) 
iMazTaae  dXaMaaSaSYa  Ta}aEvaNTadRDae  hir" )) 11 )) 

 

vidhüya tad ameyätmä 

bhagavän dharma-gub vibhuù 

miñato daçamäsasya 

tatraiväntardadhe hariù 
 

vidhüya—完全に洗い流されて; tat—その; ameyätmä—遍在する至高の魂; bhagavän—

人格主神; dharma-gup—正しい者の保護者; vibhuù—至高者; miñataù—見つめている間; 

daçamäsasya—あらゆる方角によって包まれている者の; tatra eva—直ちに; antaù—見え

ない所に; dadhe—〜になった; hariù—主。 
 

その子が見つめるなか、至高主人格主神・万人の至高の魂・正しき者の保護者・遍在する

方、そして時と空間を完全に超越したその方が、忽然と姿を消した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

赤ん坊のパリークシットが見つめていたその相手は、時や空間に縛られた生命体ではあり

ませんでした。主と個々の生命体には大きな違いがあります。主はこの節で、「時や空間に

制約されない至高の生命体」と表現されています。生命体はだれであっても時や空間に束縛

されています。生命体は主と質的には同じであっても、量的には大きな違いがあるのです。

『バガヴァッド・ギーター』では、生命体も至高の生命体も遍在する（yena sarvam idaà 

tatam・イェーナ サルヴァンム イダンム タタンム）と述べられていますが、双方の遍在のありか

たには違いがあります。ふつうの生命体、すなわち魂は限られた肉体のなかで遍在している

のですが、至高の生命体はあらゆる空間と時のなかに遍在することができます。ふつうの生

命体は、たとえ遍在性をそなえてはいても、自分の影響力を別のふつうの生命体に及ぼすこ

とはできません。それでも、至高主、至高の魂、人格主神は、自らの影響力をあらゆる場所、
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あらゆる時、あらゆる生命体に及ぼすことができます。そして、主は遍在し、時や空間に縛

られない方ですから、赤ん坊のパリークシットがいる⺟親の子宮のなかにでさえ現われるこ

とができます。主はこの節で、正しき者の保護者、と述べられています。至高主に身をゆだ

ねている人はだれでも正しい人物であり、どのような状況にあっても、特別に守られていま

す。主は、正しくない人でも間接的に守ってはいます。自らの物質の力を使ってかれらの罪

を正しているからです。また主はこの節で、10の方角によって包まれている者、と描写さ

れています。この意味は、10の方角、そして上下という衣服によって包まれている、とい

うことです。主はどこにでも存在し、どこにでもどこからでも、自分の意志で現われたり消

えたりすることができます。パリークシットのまえから姿を消したということは、主がどこ

か別の場所からそこに現われた、ということではありません。そこにいたし、そこから消え

たあとでも、その子の目には見えなくはなっただけで主はそこにいたのです。光輝く空とい

う物質の覆いは「⺟なる自然の子宮」とも言え、だれもが全生命体の父である主によってそ

の子宮の内に入れられました。主はどこにでも存在し、⺟なるドゥルガーという物質の子宮

の内にでも存在しており、その姿は見る資格を持つ者が見ることができるのです。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

TaTa" SavRGau<aaedkeR- SaaNaukU-l/Ga]haedYae   ) 
Jaje v&XaDar" Paa<@ae>aURYa" Paa<@uirvaEJaSaa )) 12 )) 

 

tataù sarva-guëodarke 

sänuküla-grahodaye 

jajïe vaàça-dharaù päëòor 

bhüyaù päëòur ivaujasä 
 

tataù—そこで直ちに; sarva—すべての; guëa—良い兆候; udarke—徐々に展開されて; 

sa-anuküla— 好 ま し い も の す べ て ; grahodaye— 星 座 の 影 響 ; jajïe— 誕 生 し た ; 

vaàça-dharaù—正当な後継者; päëòoù—パーンドゥの; bhüyaù—〜である; päëòuù iva—

まさにパーンドゥのような; ojasä—力によって。 
 

そのとき、すばらしい兆候の⻩道帯がすべて現われ、パーンドゥとまったく等しい力をそ

なえたまぎれもない継承者が誕生した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ある生命体に影響を与える星座の天文学上の計算はたんなる推測ではなく、『シュリーマ
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ド・バーガヴァタム』で確証されているように事実です。どの生命体も毎瞬間自然の法則に

動かされており、それは市⺠が国の力に支配されているのと同じです。国の法律があること

はだれに眼にも明らかですが、物質自然界の法則となると、物質的な理解を超えた希薄なも

のですから、じっさいに目で見られるような体験はできません。『バガヴァッド・ギーター』

（３.９）で述べられているように、生きていくうえでの活動が次の反動を作りだしており、

それが私たちを束縛しますが、ヤギャ（Yajïa）すなわちヴィシュヌのために活動している

者たちは反動に縛られません。私たちの行動は高い権威者、主の代表者によって判断される

のであり、結果として私たちはその活動に応じた肉体を与えられます。自然の法則はひじょ

うに希薄であり、肉体のどの部分も特定の星の影響を受けています。そして生命体は機能す

る肉体を得たあと、そのなかに幽閉された状態に置かれます。人の運命は誕生したときの星

座の位置で決まり、その運命を学識豊かな占星術師が確実に読みとります。それは偉大な科

学であり、その科学をまちがって使えば正しい結果は得られません。マハーラージャ・パリ

ークシット、あるいは人格主神でさえ、特定の優れた星座が構成されたときに誕生しますか

ら、吉兆な時間帯の影響力が体を動かします。もっとも吉兆な星座をジャヤンティー

（jayanté）といい、主が物質界に降誕するときに現われ、この言葉はほかの意味にはあて

はまりません。マハーラージャ・パリークシットは偉大なクシャトリヤの皇帝で、またすば

らしい献愛者でしたから、不吉な時間に誕生するわけがありませんでした。尊ばれる人物を

招くのに適切な場所と時間が選ばれるように、マハーラージャ・パリークシットという至高

主がとくに大切にする人物を受けいれるのに、適切な時間が選ばれ、吉兆な星が集結して王

に影響を与えようとしたのでした。こうして王は、『シュリーマド・バーガヴァタム』に登

場する偉大な英雄として知られるために誕生しました。この適切な星座は人間の意志ではな

く、至高主の代表者による優れた配慮でなされます。そしてもちろん、生命体の善悪の活動

に応じた配慮です。ここで重視されるのは、生命体による敬虔なおこないです。敬虔なおこ

ないだけによって充分な富、優れた教育、美しい容姿が授かります。サナータナ・ダルマ（人

類の永遠の職務）方式にもとづくサムスカーラは、優れた星座の影響力が利用できる環境を

作りだす適切な配慮ですから、優れた階級者が従うガルバーダーナ・サムスカーラ

（garbhädhäna-saàskära）「最初の種の植えつけ」の手段は、敬虔で知的段階の人々を人

間社会に誕生させるための敬虔な行為の始まりです。世界に平和と繁栄をもたらすことがで

きるのは、徳の高い、そして健全な心をそなえた人々だけです。性欲に駆られた望ましから

ぬ、そして不健全な人々ばかりになった社会は地獄と化し、混乱だけが生じます。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 
 

TaSYa Pa[qTaMaNaa raJaa ivPa[EDaaŒMYak*-Paaidi>a"  ) 
JaaTak&- k-arYaaMaaSa vaciYaTva c Ma(r)l/Ma( )) 13 )) 
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tasya préta-manä raja 

viprair dhaumya-kåpädibhiù 

jätakaà kärayäm äsa 

väcayitvä ca maìgalam 
 

tasya—彼の; préta-manäù—満足した; räjä—ユディシュティラ王; vipraiù—博識なブラ

ーフマナ達によって; dhaumya—ダウミャ; kåpa—クリパ; ädibhiù—そして他の人物達も; 

jätakam—子供の誕生直後に執行される浄化手段の一つ; kärayäm äsa—彼らに執行させ

た; väcayitvä—吟唱によって; ca—もまた; maìgalam—吉兆な。 
 

マハーラージャ・パリークシットが誕生したことに心から満足したユディシュティラ王は、

誕生を祝う浄化儀式を執行した。ダウミャ（Dhaumya）やクリパ（Kåpa）を筆頭とする

博識なブラーフマナたちが吉兆な聖歌を吟唱した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ヴァルナーシュラマ・ダルマ制度には、浄化儀式の執行に熟達した優秀で知的なブラーフ

マナが必要とされています。浄化の儀式がおこなわなければ善良な人々はいなくなり、その

儀式が無視されているカリ時代では、全世界の人々がシュードラの気質はおろか、それ以下

の質さえありません。しかも、現代ではヴェーダの浄化儀式を復活させることさえできませ

ん。適切な便宜もなく、優れたブラーフマナもいないからです。しかし、現代にはパーンチ

ャラートゥリカ制度が勧められています。この制度はカリ・ユガの人類とされるシュードラ

階級の人々のためにあり、そのなかには年齢や時代にふさわしい浄化手段がもうけられてい

ます。浄化手段は精神的に高められるために認可されており、それ以外の目的に使われるも

のではありません。精神的に高められることは、家柄の高さや低さで決まるわけではありま

せん。 

ガルバーダーナの浄化儀式のあとには、妊娠期間におこなわれるシーマントーンナヤナ

（sémantonnayana）やサダバクシャナンム（sadhabhakñaëam）が、さらに最初の子ども

が誕生したときにはジャータカルマン（jätakarman）などといったサムスカーラが用意さ

れています。このような儀式がマハーラージ・ユディシュティラによって執行され、その補

佐にあたったのが、王家の僧侶で博識なブラーフマナのダウミャ、僧侶でありまた偉大な将

軍でもあったクリパーチャーリャでした。マハーラージ・ユディシュティラは、儀式を執行

するために、博識で完璧なこの二人の僧侶を、そして二人を補佐した他の優れたブラーフマ

ナたちを採用しました。ですから、サムスカーラの浄化儀式は単なる形式あるいは社会的儀

礼ではなく、実用的な目的があり、ダウミャやクリパのような熟達したブラーフマナによっ
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て適切におこなわれます。そのようなブラーフマナは希有な存在であり、またいまではどこ

にも見られないため、ゴースヴァーミーたちは、この堕落した時代で精神的に高められる目

的として、ヴェーダの儀式ではなくパーンチャラートゥリカ制度を推薦しています。 

クリパーチャーリャは、偉大なリシであるサルドゥバンの子で、ガウタマの家系に誕生し

ました。その誕生は偶発的だったとされています。あるとき偉大なサルドゥバン・リシがた

またま天界の乙女に出会い、リシは射精し、それが２つの容器に保存されました。すぐに２

つの容器から男児と女児が双子として誕生しました。男児はのちにクリパと、女児はクリピ

ーと呼ばれることになります。密林で狩りをしていたマハーラージャ・シャンタヌが、二人

の幼児を見つけて宮殿に持ちかえり、適切な浄化手段をとおして二人をブラフマンとして育

てました。クリパーチャーリャはその後ドゥローナーチャーリャに匹敵する偉大な将軍とな

り、クリピーはドゥローナーチャーリャに嫁ぎました。クリパーチャーリャは後にクルクシ

ェートラの戦いでドゥリョーダナ側に加わります。そしてマハーラージャ・パリークシット

の父親であるアビマンニュの殺害に荷担しましたが、ドゥローナーチャーリャに匹敵する偉

大なブラーフマナであったためにパーンダヴァ家の人々の信望を集めました。パーンダヴァ

兄弟がドゥリョーダナとの賭博に負けて森に追放されたとき、ドゥリタラーシュトゥラはク

リパーチャーリャにパーンダヴァ兄弟を守るよう指示しています。戦いが終わり、クリパー

チャーリャはふたたび王家にもどり、マハーラージャ・パリークシットが生まれるとき、そ

の誕生の儀式を成功させるために吉兆なヴェーダ聖歌を吟唱しました。マハーラージ・ユデ

ィシュティラは隠遁してヒマラヤに向かうまえ、マハーラージャ・パリークシットを弟子と

して育てるようクリパーチャーリャに預けましたが、クリパーチャーリャのその世話に満足

して、宮殿をあとにしました。偉大な統治者、王、皇帝は、いつでもクリパーチャーリャの

ような博識なブラーフマナの導きを受け、こうして行政上の責任を適切にまっとうすること

ができました。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 

 

ihr<Ya& Gaa& Mahq& Ga]aMaaNa( hSTYaìaà*PaiTavRraNa(   ) 
Pa[adaTSvà& c ivPa[e>Ya" Pa[JaaTaqQaeR Sa TaqQaRivTa( )) 14 )) 

 

hiraëyaà gäà mahéà grämän 

hasty-açvän nåpatir varän 

prädät svannaà ca viprebhyaù 

prajä-térthe sa térthavit 
 

hiraëyam— ⾦ ; gäm— 雌牛 ; mahém— 土地 ; grämän— 村 ; hasti— 象 ; açvän— 馬 ; 
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nåpatiù—王; varän—報酬; prädät—慈善として与えた; su-annam—良質の穀物; ca—そし

て; viprebhyaù—ブラーフマナ達に; prajä-térthe—息子の誕生日にする慈善を差し出す機

会に; saù—彼; tértha-vit—慈善をどのように、いつ、どこにすべきか知っている者。 
 

子息が誕生したことで、慈善をどのように、どこに、いつすべきか知っている王は、⾦・

土地・村・象・馬・良質の穀物をブラーフマナたちに施した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ブラーフマナとサンニャーシーだけに、世帯者から慈善を受けとる特権が与えられていま

す。さまざまなサムスカーラ、とくに誕生、結婚、死亡のときにおこなわれ、財産がブラー

フマナに与えられます。ブラーフマナが、人類にとってもっとも必要な奉仕を最上の質で提

供するからです。その慈善は、⻩⾦・・・・土地・・・・村・・・・馬・・・・象・・・・食糧、料理用の他の食材という

形で豊富になされていました。ですから、じつはブラーフマナは貧しいわけではありません。

すでに⾦・・・・土地・・・・馬・・・・象・・・・充分な穀物を保有していたのですから、生計をたてるために働

く必要がありませんでした。社会の福利のために献身的に働いていたのです。 

王は、どこでいつ慈善を施すべきかを知っていたため、térthavit（ティールタハヴィトゥ）とい

う言葉には重要な意味がこめられています。なんの効果も生まない慈善はすべきではありま

せんし、また盲目的な慈善も戒められるべきです。「慈善とは、精神的な悟りを持ち、慈善

を受けるにふさわしい人物に与えるものである」とシャーストラが説いています。至高主を

知らない人間が自分をダリドゥラ・ナーラーヤナと呼んだりしますが、シャーストラは「正

しい資格のないかれらは慈善を受ける対象ではない」と言います。また、あさましく貧しい

そのような人間が、馬・象・土地・村などの寛大な慈善を受けることもできません。結論と

して、知的な人物、ブラーフマナたちは主への奉仕だけに励んでおり、体に必要な物事で心

配することなく適切に守られており、国王も世帯者たちも快くブラーフマナの世話をしてい

たものです。 

シャーストラでは、胎児が⺟親と臍の緒と結ばれているあいだは、その子は⺟親と同体で

あるとされていますが、緒が切られて⺟親と離れたときにジャータカルマン（jätakarman）

という浄化儀式をする、と定められています。宇宙を管理する半神や家族の先祖が新しく誕

生した子を見に訪れることがありますが、それは、社会を精神的に高めるにふさわしい人物

に自分の財産を分配する適切な時とされています。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節 

 

TaMaUcub]aRø<aaSTauía raJaaNa& Pa[é[YaaiNvTaMa(  ) 
Wz ùiSMaNa( Pa[JaaTaNTaaE Pauæ<aa& PaaErvzR>a )) 15 )) 
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tam ücur brähmaëäs tuñöä 

räjänaà praçrayänvitam 

eña hy asmin prajä-tantau 

purüëäà pauravarñabha 
 

tam—彼に; ücuù—語りかけた; brähmaëäù—博識なブラーフマナ達; tuñöäù—非常に満

足; räjänam—王に; praçraya-anvitam—非常に親切な; eñaù—これ; hi—確かに; asmin—

そ の 家 系 の 中 の ; prajä-tantau— 継 承 さ れ た 家 系 ; purüëäm— プ ー ル 家 の ; 

paurava-åñabha—プール家の筆頭者。 
 

王の慈善に心から満足した博識なブラーフマナたちは、かれをプール家の筆頭者と呼び、

その子がまちがいなくプール家から伝わる家系にいることを知らせた。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

dEveNaaPa[iTagaaTaeNa éu(c)e- Sa&SQaaMauPaeYauiz    ) 
raTaae vae_NauGa]haQaaRYa ivZ<auNaa Pa[>aivZ<auNaa )) 16 )) 

 

daivenäpratighätena 

çukle saàsthäm upeyuñi 

räto vo 'nugrahärthäya 

viñëunä prabhaviñëunä 
 

daivena—超自然的力で; apratighätena—抵抗できないものによって; çukle—純粋な人

物に; saàsthäm—破滅; upeyuñi—強いられて; rätaù—救われた; vaù—あなたのために; 

anugraha-arthäya—慈悲を示すため; viñëunä—遍在する主によって; prabhaviñëunä—全

能者によって。 
 

ブラーフマナたちが言う。「心清らかなこの子は、全能で遍在する主ヴィシュヌ、人格主

神によって、あなたに慈悲をしめすためによみがえった。この子は、抵抗不可能の超自然的

武器によって殺される定めにあったところを救われた」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

パリークシットは、全能で遍在するヴィシュヌ（主クリシュナ）に救われましたが、その

理由には２つありました。最初の理由として、⺟親の胎内にいたその子が、主の純粋な献愛

者だから純真無垢であったことが挙げられます。第２の理由は、その子がプル家のただ一人
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生きのこった子孫だった点にあります。プル家は、高潔なユディシュティラ王の敬虔な祖先

です。主は、自分の体表者である敬虔な王家が地球を治め、幸福で繁栄に満ちた生活という

ほんとうの発達が達成されることを望んでいます。クルクシェートラの戦争が終わったあと、

マハーラージ・ユディシュティラの次の世代も絶え、この偉大な王家を継ぐ子は生まれてい

ませんでした。アビマニュの子息マハーラージャ・パリークシットだけが唯一の生き残りで

あり、アシュヴァッターマーが放っただれも対抗できない、そして超自然的な武器であるブ

ラフマーストラによって命を脅かされました。主クリシュナはこの節でヴィシュヌと呼ばれ

ていますが、これには重要な意味がこめられています。主クリシュナは根源の人格主神であ

り、ヴィシュヌの力を使って守ったり破壊したりします。主ヴィシュヌは主クリシュナの完

全分身です。主の遍在的な活動は、ヴィシュヌの様相のなかでおこなわれます。パリークシ

ットはこの節で純真な穢れのない子どもとして述べられていますが、それはこの子が主の無

垢な献愛者だったからです。無垢な献愛者は、主の使命をまっとうするためだけに現われま

す。主は物質界でさまよっている条件づけられた魂をふるさとへ、神のもとへ返したいと願

っており、そのために超越的なヴェーダ経典を準備してかれらを助けようとし、神聖な伝道

師を送ったり、あるいは自分の代表者である精神指導者を送ったりしてかれらを助けます。

そのような超越的な文献、伝道師や主の代表者は純粋無垢、潔白です。物質的な気質はかれ

らには触れることさえできないからです。また、破滅という恐怖に襲われてもいつも主に守

られます。そのような脅迫は愚かな物質主義者が起こすものです。アシュヴァッターマーか

ら赤ん坊のパリークシットをめがけて発射されたブラフマーストラは超自然的な武器であ

り、その圧倒的な力に対抗できるものは物質界にありません。しかし、内にも外にもあらゆ

る場所に遍在している全能の主は、全能の力を使って対抗することができました。主の誠実

な献愛者を救うために、そして主にいつでも好意を授かっているマハーラージ・ユディシュ

ティラという献愛者の子孫を救うために。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 
 

TaSMaaàaMana ivZ<auraTa wiTa l/aeke- >aivZYaiTa ) 
Na  SaNdehae  Maha>aaGa Maha>aaGavTaae MahaNa( )) 17 )) 

 

tasmän nämnä viñëu-räta 

iti loke bhaviñyati 

na sandeho mahä-bhäga 

mahä-bhägavato mahän 
 

tasmät—ゆえに; nämnä—その名前で; viñëu-rätaù—ヴィシュヌ、人格主神によって守
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られた; iti—そのように; loke—全惑星で; bhaviñyati—よく知られるようになるだろう; 

na—無い; sandehaù—疑い; mahä-bhäga—もっとも幸運な; mahä-bhägavataù—主の一流

の献愛者; mahän—あらゆる優れた気質を備えた。 
 

その理由で、この子は人格主神に守られた者として世界中にその名を知られるようになる

だろう。もっとも幸運な者よ。この子が一流の献愛者にあることに疑いはなく、優れた気質

をすべてそなえた人物になるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主は至高の指導者ですから、どのような生命体でも守ります。ヴェーダ聖歌も、主があら

ゆる人物のなかの最高の人物であることを明言しています。２種類の人物の違いは、片方の

人物、すなわち人格主神がもう片方の生命体すべてを養っている点にあり、その主を知るこ

とで永遠の平和を手にすることができます（『カタ・ウパニシャッド』）。主のさまざまな

力をとおしてさまざまな段階の生命体を守ろうとしますが、純真無垢な献愛者のことは、主

が自ら守ろうとします。ですから、マハーラージャ・パリークシットは⺟親の胎内に入った

そのときから守られ、またとくに主によって守られたというこの出来事から判断すると、優

れた気質をすべてそなえた一流の献愛者であると結論することができます。献愛者は３段階

に分けられます。マハー・バーガヴァタ（mahä-bhägavata）、マデャマ・アディカーリー

（madhyam-adhikäré）、カニシュタ・アディカーリー（kaniñöha-adhikäré）です。主の

寺院に行っても、神の科学を充分に理解せずに神像に敬意を表し、またそのために献愛者に

まったく敬意を表わさない者を物質主義の献愛者、すなわち３番目のカニシュタ・アディカ

ーリーといいます。次に、主への真正な奉仕の境地を高め、同じ境地にいる献愛者だけと友

好関係を保ち、初心者に好意をしめし、無神論の人を避けようとする献愛者を、２番目の段

階の献愛者といいます。しかし、すべてを主のなかに、主のものとして見て、すべてのなか

に主との永遠な関係を見て、そしてそうすることでなにを見ても主を除外した見方をしない

人物をマハー・バーガヴァタ、すなわち一流の献愛者といいます。一流の献愛者はすべてに

おいて完璧です。献愛者はどの段階にいてもやがて優れた気質をすべてそなえるのですから、

マハーラージャ・パリークシットのようなマハー・バーガヴァタ献愛者は、あらゆる面で完

璧であると断言できます。そして、マハーラージャ・パリークシットはマハーラージ・ユデ

ィシュティラの家系に誕生したことから、マハー・バーガヴァタ、すなわち幸運な者のなか

でももっとも幸運な者と呼ばれています。マハー・バーガヴァタが生まれたその家系は幸運

です。一流の献愛者が誕生したことで、その家系の過去・現在・未来の100世代の人々すべ

てが、主に愛されている献愛者を尊ぶその心ゆえに、主の恩寵によって解放されるからです。

純粋な献愛者になればもっとも崇高な恩恵が授かる、ということです。 
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第１８節第１８節第１８節第１８節 

 

é[qraJaaevac 
APYaez v&XYaaNa( raJazsNa( Pau<Yaëaek-aNa( MahaTMaNa" ) 
ANauviTaRTaa iSvÛXaSaa SaaDauvadeNa SataMaa"       )) 18 )) 

 

çré-räjoväca 

apy eña vaàçyän räjarñén 

puëya-çlokän mahätmanaù 

anuvartitä svid yaçasä 

sädhu-vädena sattamäù 
 

çré-räjä—あらゆる面で優れた王（マハーラージ・ユディシュティラ）; uväca—言った; 

api—〜かどうか; eñaù—この; vaàçyän—家系; räja-åñén—真正な王達の; puëya-çlokän—

その名前通りに敬虔な; mahä-ätmanaù—すべての偉大な魂; anuvartitä—従者; svit—〜に

なるだろう; yaçasä—達成によって; sädhu-vädena—称讃によって; sat-tamäù—偉大な魂

達よ。 
 

徳高き王（ユディシュティラ）が尋ねる。「偉大な魂たちよ。この子は、神聖な王になる

でしょうか。その名がしめすような敬虔な者になるでしょうか。そしてこの偉大な王家に現

われた他の人々のように、活動をとおして世に聞こえ、讃えられるでしょうか」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ユディシュティラ王の祖先はだれもが偉大な神聖な王であり、優れた貢献を残したことで

敬虔な人々として讃えられてきました。「王座に座る聖者」だったのです。だからこそ、国

中のだれもが幸せで、敬虔で、正しく行動し、裕福で、精神的に高められていました。偉大

かつ神聖な王は、高貴な魂たちや精神的教えという厳正な導きのもとに訓練され、その結果、

国内には神聖な住⺠があふれ、精神生活にふさわしい幸福な地になっていました。マハーラ

ージ・ユディシュティラ自身が偉大な先祖の質をそのまま受けついだ人物であり、自分を継

ぐ王が、かの偉大な先祖のようになってくれることを望んでいました。そして、占星術を読

んだ偉大なブラーフマナたちが、生まれくるその子が主の一流の献愛者と予言したことを大

いに喜び、そしてさらに詳しく、偉大な先祖の足跡に従ってくれるかどうか知りたいと思い

ました。それが君主国の在り方です。国を治める王は敬虔で勇気ある献愛者であり、そして

罪人たちには恐れの権化にならなくてはなりません。また善良な市⺠を治めるためにも、自

分に等しい資質を明らかにそなえた相続者を残さなくてはなりません。現代の⺠主主義国家
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では、大衆がシュードラやそれ以下の状態に堕落しており、政府はその大衆の代表者に動か

されています。その代表者も、経典がしめす行政方法についてなにも知りません。この結果、

欲情や貪欲の形をとってシュードラの気質が全世界に蔓延しています。このたぐいの政治家

たちは来る日も来る日も口論に明け暮れています。だれかが大臣になっても、やがて政党や

団体の勝手な都合で別の人間がその椅子に座ります。政治家は、死ぬまで国の資力を搾取し

たいと思っています。いつか追い出される日が来るまで、政治生命を諦めたりはしません。

そのような低俗な人間たちが、国⺠の利益になることをしてくれるものでしょうか。かれら

の政治の結果は、腐敗、謀略、偽善だけ。国を治める者たちは、さまざまな地位に就くまえ

に、理想的な政治家とはどういうものかを『シュリーマド・バーガヴァタム』から学ばなく

てはなりません。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 

 

é[qb]aø<aa Ocu" 
PaaQaR Pa[JaaivTaa Saa+aaid+vaku-irv MaaNav" ) 
b]ø<Ya" SaTYaSaNDaê raMaae daXariQaYaRQaa  )) 19 )) 

 

brähmaëä ücuù 

pärtha prajävitä säkñäd 

ikñväkur iva mänavaù 

brahmaëyaù satya-sandhaç ca 

rämo däçarathir yathä 
 

brähmaëäù—優れたブラーフマナ達; ücuù—言った; pärtha—プリター（クンティー）

の子よ; prajä—生まれる者達; avitä—維持者; säkñät—直接に; ikñväkuù iva—まさにイク

シュヴァーク王のように; mänavaù—マヌの子息; brahmaëyaù—ブラーフマナの従者で、

そしてブラーフマナたちに敬意を表している; satya-sandhaù—約束に忠実な; ca—もまた; 

rämaù—人格主神ラーマ; däçarathiù—マハーラージャ・ダシャラタの子息; yathä—主のよ

うに。 
 

博識なブラーフマナたちが言った。「プリターの子よ。この子は、この世に誕生する者す

べての維持者として、まさにマヌの子息であるイクシュヴァーク王のようになる。そしてブ

ラフマンの原則に従うことでは、とくに約束に誠実であることについては、マハーラージ

ャ・ダシャラタの子息、人格主神ラーマその方に匹敵する存在になるだろう」 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

Prajä（プラジャー）は、物質界に生まれる生命体のことです。じっさいには生命体は生ま

れも死にもしませんが、主への奉仕から離れ、物質自然界を支配する望みのために、物質的

望みを満たすにふさわしい体を授かっています。そうすることで、私たちは物質自然の法則

に条件づけられ、肉体はその活動に応じて変化します。こうして生命体は840万種類の生物

種のなかで、ある体から別の体に転生していきます。しかし、主の部分体であることから、

生活に必要なものすべてを主から授かっているだけではなく、主や主の代表者、すなわち神

聖な国王によって守られています。神聖な国王はすべてのプラジャー・生物が生きつづけら

れるように、そして物質界での幽閉の歳月をまっとうできるよう守ります。マハーラージ

ャ・パリークシットは真に理想的で神聖な王です。国内を巡視していたとき、カリの権化が

哀れな乳牛を殺そうとする様を見て、すぐにその男を殺人者として罰しようとしたからです。

これは、動物でさえ神聖な統治者に守られる証ですが、感傷的な視点からではなく、「物質

界に誕生した者にはだれであろうと生きる権利がある」という視点からとられた行動です。

太陽の王から地球の王にいたるまで、王たちはヴェーダ経典の威信にのっとってそのような

行動に出るのです。『バガヴァッド・ギーター』（第４章・第１節）が言及しているように、

ヴェーダ経典は高位の惑星でも説かれており、主が太陽神（ヴィヴァスヴァーン）に教えを

説き、その内容は師弟継承をとおして太陽神から子息のマヌへ、マヌからマハーラージャ・

イクシュヴァークへ、と語り継がれました。ブラフマーの１日に14人のマヌが誕生します

が、この節で言及されているのは７番目のマヌで、プラジャーパティ（子孫を作る人々）で

もあり、太陽神の子息です。ヴァイヴァスヴァタ・マヌという名前でも知られています。

10の子息をもうけ、マハーラージャ・イクシュヴァークはその１人です。マハーラージャ・

イクシュヴァークも父親のマヌから、『バガヴァッド・ギーター』が説くバクティ・ヨーガ

を学び、そのマヌも父親である太陽神から同じ教えを授かっています。その後、『バガヴァ

ッド・ギーター』の教えはマハーラージャ・イクシュヴァークからの師弟継承をとおして引

き継がれましたが、時の流れとともに無責任な人々のためにそのつながりが絶え、クルクシ

ェートラの戦場でアルジュナにふたたび教えられる必要がありました。このように、すべて

のヴェーダ経典は物質界が創造されたときから後生に伝えられ、そのためアパウルシェーヤ

（apauruñeya）「人間が作ったものではない」と表現されています。ヴェーダの知識は主

によって語られ、宇宙最初の生物ブラフマーが初めて聞きました。 

Mahäräja Ikñväku（マハーラージャ・イクシュヴァーク） ヴァイヴァスヴァタ・マヌ

の子息の一人。100人の子をもうけ、また肉食を禁じました。その子シャシャーダが、父の

死後、王になりました。 

 Manu（マヌ） この節でイクシュヴァークの父と述べられているマヌは、７番目のマヌ、
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でヴァイヴァスヴァタ・マヌ（太陽神ヴィヴァスヴァーンの子息）で、主クリシュナは、ア

ルジュナに『バガヴァッド・ギーター』を教えるまえに、同じ教えを授けています。人類は

マヌの子孫です。このヴァイヴァスヴァタ・マヌには10人の子がおり、それぞれイクシュ

ヴァーク、ナバガ、ドゥリシュタ、シャリャーティ、ナリッシャンタ、ナーバーガ、ディシ

ュタ、カルーシャ、プリシャドゥラ、ヴァスマーンといいます。主の化身のマトゥシャ（巨

大な魚）は、ヴァイヴァスヴァタ・マヌの統治の初期に現われました。ヴァイヴァスヴァタ・

マヌは父親であるヴィヴァスヴァーン・太陽神から『バガヴァッド・ギーター』の原則を学

び、同じ教えを息子のマハーラージャ・イクシュヴァークに教えました。トゥレーター・ユ

ガの初期、太陽神はマヌに献愛奉仕について教え、マヌは次に全人間社会の幸福のためにイ

クシュヴァークに教えました。 

 Lord Räma（主ラーマ） 至高人格主神はシュリー・ラーマとして降誕し、アヨーデャ

ーの王で、純粋な献愛者だったマハーラージャ・ダシャラタの子息となりました。主ラーマ

は、弟として誕生した自らの完全分身たちとともに降誕しています。主は、トゥレーター・

ユガにおける月が満ちて９日目のチャイトゥラの月に現われ、化身の使命として宗教原則を

確立させ、混乱の原因を取りのぞきました。少年だったころ、主はスバフを、そしてマーリ

ーチャという魔女を殺し、大聖者ヴィシュヴァーミトゥラを助けました。当時、悪魔たちが

聖者たちの日々の義務の執行を邪魔していたからです。ブラーフマナとクシャトリヤには大

衆の幸福のために協力しあう義務があります。ブラーフマナでもある聖者は、完璧な知識で

人々を啓発させるよう精励し、クシャトリヤにも市⺠を守る義務があります。主ラーマチャ

ンドラは、ブラフマニャ・ダルマ（brahmaëya-dharma）という人類の最高の文化を維持・

守る理想的な王です。主は、とくに乳牛やブラーフマナの保護者であり、そのようにして世

界を繁栄させます。主は、ヴィシュヴァーミトゥラという代表者をとおして、管理する立場

にいる半神たちに効果的な武器を与え、悪魔たちを征服させました。またジャナカ王の弓の

儀式に参加し、シヴァの無敵の弓を真っ二つにして、王の娘シーターデーヴィーと結婚しま

した。 

結婚したあと、父のマハーラージャ・ダシャラタの命令に従い、14年間におよぶ森での

追放生活に耐えました。半神たちが宇宙を管理できるように、14,000人の悪魔を殺害しま

したが、かれらの奸策のために妻シーターデーヴィーはラーヴァナによって誘拐されます。

主はスグリーヴァと兄弟のちぎりを交わし、スグリーヴァは主の助けを借りて兄のヴァリを

殺すことができ、主ラーマの助けを借りてヴァーナラス（ゴリラ族）の王になりました。主

はインド洋上に石の橋を浮かべ、シーターを誘拐したラーヴァナの王国ランカーに攻めいり

ました。後に、ラーヴァナは主の手で殺され、ラーヴァナの弟ヴィビーシャナがランカーの

王座に就きます。ヴィビーシャナは悪魔ラーヴァナの兄弟の一人ですが、主ラーマの祝福に

よって不死の身になりました。14年の歳月が過ぎ、ランカーの国勢を収めたあと、花の飛
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行船に乗って自分の王国アヨーデャーに戻りました。弟のシャトゥルグナに命じて、マトゥ

ラーに君臨していたラヴナースラを攻撃させ、この悪魔は殺害されました。主ラーマはアシ

ュヴァメーダ儀式を10回執行し、そののち、シャラユ川で沐浴していたとき、忽然と姿を

消しました。『ラーマーヤナ』は偉大な詩人ヴァールミーキによって著された偉大な叙事詩

で、主ラーマのこのような冒険が描写されています。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 

 

Wz daTaa Xar<Yaê YaQaa ùaEXaqNar" iXaib"   ) 
YaXaae ivTaiNaTaa SvaNaa& daEZYaiNTairv YaJvNaaMa( )) 20 )) 

 

eña dätä çaraëyaç ca 

yathä hy auçénaraù çibiù 

yaço vitanitä svänäà 

dauñyantir iva yajvanäm 
 

eñaù—この子; dätä—慈善を寄贈する者; çaraëyaù—服従した者の保護者; ca—そして; 

yathä—〜として; hi—確かに; auçénaraù—ウシーナラという名の国; çibiù—シビ; yaçaù—

名声; vitanitä—広める者; svänäm—親族の; dauñyantiù iva—ドゥッシャンタの子、バラタ

のような; yajvanäm—数多くの儀式を執行した者達の。 
 

この子は、かのウシーナラ国の名高いシビ王のように、寛大な慈善を施し、そして身をゆ

だねた者を守るだろう。そして、マハーラージャ・ドゥッシャンタの子であるバラタのよう

に、自分の家系の名と誉れ世に広めることだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

王は、慈善を施すことで、ヤギャの執行によって、そして身をゆだねた人々を守ることで

その名を世に知らしめます。クシャトリヤの王は、身をゆだねた人を守ることに誇りを感じ

るものです。そのことをéçvara-bhava（イーシュヴァラ・バハヴァ）、すなわち「正当な理由にも

とづいて人を守る真の力」といいます。『バガヴァッド・ギーター』で主は、だれもが主に

身をゆだねるよう説いていますし、それができればあらゆる面で守られることを約束してい

ます。主は全能で自分の言葉に忠実な方ですから、献愛者を守る約束をはたさないことはあ

りません。王はそんな主の代表者なのですから、服従した人々をぜがひでも守るという姿勢

が必要です。ウシーナラ国のマハーラージャ・シビはマハーラージャ・ヤヤーティの親友で、

ヤヤーティ王はシビ王と天界に行くことができました。マハーラージャ・シビは、自分が死
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んだあとに移される天界の惑星を知っており、この惑星の説明は『マハーバーラタ』（アー

ディ・パルヴァ 第96章・第６−９節）にあります。マハーラージャ・シビはじつに心の広

い人物で、手に入れたその惑星での地位をヤヤーティに譲りたいと考えました。しかし、ヤ

ヤーティは断わります。ヤヤーティはアシュタカや他の偉大なリシたちとその惑星に行きま

した。その途中、ヤヤーティはリシたちの質問を受けて、シビの敬虔なおこないについて説

明しました。ヤヤーティはヤマラージャの立法府の一員になり、ヤマラージャはヤヤーティ

の主宰神になりました。『バガヴァッド・ギーター』でも明言されているように、半神の崇

拝者は半神の惑星に行きます（yänti deva-vratä devän ヤーンティ デーヴァ・ヴラター デーヴァ

ーン 第９章・第25節）。こうして、マハーラージャ・シビは、その惑星で、偉大なヴァイ

シュナヴァの権威者であるヤマラージャの交流者になりました。地球に住んでいたとき、シ

ビ王は救いを求めてきた者の保護者として名高い存在になり、また慈善を施す人物になりま

した。あるとき、天界の王がハトを捕縛する鳥（ワシ）の姿になり、火の神アグニがハトの

姿になりました。ハトはワシに追われ、マハーラージャ・シビの膝の上に救いを求めます。

ワシが王にハトを渡すよう要求すると、王は、別の肉を差しだすからハトを殺さないよう答

えます。ワシは王の提案を断わりましたが、やがて解決の方法として、ワシが王の体からハ

トと同じ重さの肉を切りとることになりました。王は自分の体から肉を切りとりましたが、

天秤で量るとその不思議なハトは切りとった肉よりも重いのです。そこで王はハトと同じ体

重になるために秤に乗りましたが、その王の行為を見て半神たちは大いに喜びました。天国

の王と火の神は正体を現わして王を祝福し、デーヴァルシ・ナーラダも、マハーラージャ・

シビが得たそのすばらしい気質、とくに慈善と庇護の精神を褒めたたえました。またマハー

ラージャ・シビは、自分の国にいる人間たちの満足のために我が子を犠牲にしています。こ

うして、パリークシットは慈善と庇護の心で、２番目のシビとなったのです。 

 ダウッシャンティ・バラタ（Dauñyanti Bharata） ヴェーダ経典では多くのバラタが登

場しますが、なかでも、主ラーマの弟バラタ、リシャバ王の子バラタ、マハーラージャ・ド

ゥッシャンタがよく知られています。またその名は宇宙全体に知れわたっています。地球は

バーラタ、あるいはバーラタ・ヴァルシャ（Bhärata-varña）という名で知られていますが、

それはリシャバ王の子のバラタ王によるものですが、別の情報では、この地がバラタと呼ば

れるのはドゥッシャンタの子息の統治に由来するもの、とされています。私たちのサンプラ

ダーヤでは、この地球のバーラタ・ヴァルシャという名前はリシャバ王の子のバラタの統治

によって確立されたものとしています。それ以前は、イラーヴァティ・ヴァルシャ

（Ilävati-varña）と知られていましたが、リシャバ王の子であるバラタが王座に就いた直後

から、バーラタ・ヴァルシャとして知られるようになりました。 

確かにこのような史実はありますが、マハーラージャ・ドゥッシャンタの子息のバラタが

重要な人物であったことは疑いのない事実です。かれは、かの美しい女性シャクンタラーの



 28 

子でした。マハーラージャ・ドゥッシャンタは森で会ったシャクンタラーに魅せられ、バラ

タが誕生しました。そのあとマハーラージャはカンヴァ・ムニに呪われてシャクンタラーを

忘れ、バラタは⺟親によって森で育てられました。バラタは幼いころからすばらしい力を発

揮し、子どもが犬や猫と遊ぶように、ライオンや象に戦いを挑んでいました。あまりにも力

を持つこの子は、いま風にいえば「ターザン」よりも強くなり、森に住んでいたリシたちは

バラタをサルヴァダマン、「だれをも屈服させる者」と呼ぶようになりました。マハーラー

ジャ・バラタに関する詳細な説明は『マハーバーラタ』のアーディ・パルヴァの章にありま

す。パーンダヴァたち、あるいはクルたちはときにはバーラタと呼ばれることがありますが、

それはドゥッシャンタの子であるこの有名なマハーラージャ・バラタの家系に誕生したから

です。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 

 
DaiNvNaaMaGa]<aqrez TauLYaêaJauRNaYaaeÜRYaae"  ) 
huTaaXa wv duDaRzR" SaMaud] wv duSTar" )) 21 )) 

 

dhanvinäm agraëér eña 

tulyaç cärjunayor dvayoù 

hutäça iva durdharñaù 

samudra iva dustaraù 
 

dhanvinäm—その偉大な弓兵; agraëéù—筆頭者; eñaù—この子ども; tulyaù—等しく優

れている; ca—そして; arjunayoù—アルジュナ達の; dvayoù—二人の; hutäçaù—火; iva—

〜のような; durdharñaù—抵抗できない; samudraù—海; iva—〜のような; dustaraù—勝

つことができない。 
 

偉大な弓士のなかで、この子はアルジュナに匹敵した者となる。だれも火に対抗できない、

だれも海を乗り切ることができない――この子はそのような質をそなえた存在となる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

歴史には二人のアルジュナがいます。一人はハイハヤの国王カールッタヴィーリャ・アル

ジュナ、もう一人はこのパリークシットの祖父です。どちらのアルジュナも弓士として高名

な人物で、子どものパリークシットは二人に匹敵するほどの、とくに戦闘能力に優れた人物

になると予言されています。以下に、パーンダヴァ・アルジュナについて概説します。 

 パーンダヴァ・アルジュナ（Päëòava Arjuna） 『バガヴァッド・ギーター』に登場す
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る偉大な英雄。マハーラージャ・パーンドに生まれたクシャトリヤの子。クンティーデーヴ

ィー女王にはどの半神でも呼ぶことのできる力があり、あるときインドラを呼んだことがあ

ります。その結果、インドラによってアルジュナが誕生しました。この理由から、アルジュ

ナは天界のインドラ王の分身とされています。誕生したのがパルグナの月（２月〜３月）と

いうことで、パルグニと呼ばれることもあります。アルジュナがクンティーの子として誕生

したとき、その未来の栄光が天から予言され、ガンダルヴァ、アーディテャ（太陽の住人）、

ルドゥラ、ヴァス、ナーガ、さまざまな重要なリシ（聖者）たち、アプサラー（天国の社会

に住む女性）をはじめとする半神たちが、その誕生の儀式に参加しました。出席したアプサ

ラーたちは天上の舞や歌で人々を楽しませました。主クリシュナの父、そしてアルジュナの

⺟方の伯父であるヴァスデーヴァは、カッシャパという自分の家系の僧侶を送り、アルジュ

ナを清めるため、定められたサムスカーラ（浄化手段）を実行させました。名前を授けるサ

ムスカーラは、シャタスリンガの住人であるリシたちのまえで執行されました。アルジュナ

は４人の妻をめとっています。それはドゥラウパディー、スバドゥラー、チトゥラーンガダ

ー、ウルーピーで、その妻たちのあいだでシュルタキールティ、アビマンニュ、バブルヴァ

ーハナ、イラーヴァーンという子どもをもうけました。 

生徒として学んでいたとき、偉大な教師ドゥローナーチャーリャのもとで他のパーンダヴ

ァ兄弟やクル家の兄弟たちと勉学に励みました。しかし、学問に励む熱意ではアルジュナの

右に出る者はなく、ドゥローナーチャーリャはアルジュナに対して訓練する側としてとくに

愛情を注いでいました。そしてアルジュナをもっとも優れた学者として認め、自分が持って

いた軍事的知識すべてを授け、祝福しました。アルジュナは向学心に燃える生徒で、夜にな

っても弓術を学びつづけていたため、ドゥローナーチャーリャはアルジュナを世界一の弓兵

にする決意を固めていました。アルジュナがあざやかに的を射るたびに、ドゥローナーチャ

ーリャは心から嬉しく思いました。マニプールやトリプラの王家はアルジュナの子息である

バブルヴァーハナの子孫です。アルジュナはドゥローナーチャーリャがワニに襲われたとき

に救いましたが、アーチャーリャはその行為を大いに喜び、ブラフマシラ（brahmaçira）と

いう名の武器をアルジュナに授けました。マハーラージャ・ドゥルパダはドゥローナーチャ

ーリャに敵意を抱いていたことを知っていたため、かれがドゥローナーチャーリャを攻撃し

たとき、アルジュナはマハーラージャ・ドゥルパダを捕らえ、ドゥローナーチャーリャのま

えに連れていきました。アルジュナはマハーラージャ・ドゥルパダが治めるアヒッチャトゥ

ラという名の都市を包囲し、そして占領したあと、ドゥローナーチャーリャに献上しました。

ブラフマシラ武器の秘術がアルジュナに説明され、アルジュナは、師が自分の敵となってど

うしてもこの武器を使うときになったときだけに使うことを約束しました。このときすでに、

師はクルクシェートラの戦争で敵方になって戦いを相まみえることを察しています。マハー

ラージャ・ドゥルパダは師アーチャーリャの代わりに戦ったアルジュナに負けはしたものの、
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娘のドゥラウパディーをこの若き戦士に嫁がせることに決めましたが、ドゥリョーダナのた

くらみでアルジュナが蝋（ろう）の家で焼け死んだ、という（じつは）まちがった知らせに力

を落としました。そのため、ドゥラウパディーの婿選びの競技会を開き、天井に吊した魚の

目を射貫いた者が婿になるという計画をたてました。このような離れ業はアルジュナしかで

きないとわかっていたからこそ、ドゥルパダはこのような機会を設けたのであり、そして思

惑どおりにアルジュナは首尾よく魚の目を射貫き、自分と同じほど優れた娘をアルジュナに

嫁がせることができました。当時アルジュナの兄弟たちは、ドゥリョーダナの同意のもとで

素性を隠して暮らしており、アルジュナと兄弟たちはブラーフマナの姿に変装し、ドゥラウ

パディーの婿選びの競技会に出席していました。集まっていたクシャトリヤの王たちは、名

もない貧しいブラーフマナが夫としてドゥラウパティーから祝福の花輪を授かったとき、シ

ュリー・クリシュナはかれの正体をバララーマに明かしました。 

アルジュナはハリドゥヴァーラ（ハルドワール）で、ナーガローカに住むウルーピーとい

う娘を見そめ、その結果イラヴァーンが誕生しました。同じように、マニプラの王の娘だっ

たチトゥラーンガダーに会い、そしてバブルヴァーハナが生まれました。あるとき主シュリ

ー・クリシュナは、妹のスバドゥラーを誘拐する手助けする計画をたてました。というのは、

バラデーヴァがかのじょをドゥリョーダナに嫁がせたいと考えていたからです。ユディシュ

ティラの考えもシュリー・クリシュナと同じで、こうしてスバドゥラーはアルジュナによっ

て強引に連れさられ、アルジュナと結婚しました。スバドゥラーの子はアビマンニュ、つま

りパリークシット・マハーラージャの父親です。パリークシット・マハーラージャはアビマ

ンニュの遺児です。アルジュナはカーンダヴァの森に火をつけて火の神を満足させました。

インドラは、この森に火が放たれたことに激怒して半神たちの力を借り、挑戦してきたアル

ジュナと一戦を交えます。しかしアルジュナに撃破され、インドラデーヴァは自分の天上の

王国に戻っていきました。またアルジュナはマヤースラを必ず守ると約束し、そしてマヤー

スラはアルジュナに、デーヴァダッタという名高い法螺貝を贈呈しました。インドラデーヴ

ァはアルジュナの騎士道精神に心から満足し、数々の価値ある武器を授けています。 

マハーラージ・ユディシュティラがマガダの王・ジャラーサンダを倒せないいことに意気

消沈していたとき、必ずジャラーサンダを打ち破ってみせる、とユディシュティラ王を慰め

たのはアルジュナだけであり、こうしてアルジュナ、ビーマ、主クリシュナがジャラーサン

ダを殺すためにマガダへ向かいました。また、世界中の王をパーンダヴァ兄弟の従属下に置

くために遠征したことがありましたが、それは王座についたあとの皇帝がなすべき任務の一

つでもありました。アルジュナはケーリンダという名の国を征服し、バグドゥットゥ王を支

配下に置きました。そして、アンタギリ、ウルクプル、モーダプルといった国々を巡視し、

その支配者すべてを統制下に置きました。 

時に、厳しい苦行をすることもあり、のちに、インドラデーヴァから功徳を授かっていま
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す。主シヴァもアルジュナの力を試したいと考え、土着⺠の姿に変装してアルジュナに会い

ました。二人は激しい戦いを繰りひろげ、戦い終えた主シヴァはアルジュナの技量に大いに

満足し、自分の姿を現わしました。アルジュナが主にむかって慎ましく祈りをささげると主

は喜び、パシュパタの武器を授けました。アルジュナはほかにもさまざまな半神たちから貴

重な武器を授かっています。ヤマラージャからはダンダーストラ、ヴァルナからはパシャー

ストラ、そして天界の管財人であるクヴェーラからはアンタルダナ・アストラを授かりまし

た。インドラはアルジュナに、天界にあって月よりも遠い段階にあるインドラローカ惑星に

来てほしいと思いました。アルジュナはその惑星を訪て住人たちから暖かく迎えられ、イン

ドラデーヴァの天界の集まりで歓待され、最後にインドラデーヴァに会いました。インドラ

デーヴァはアルジュナに軍学を教えましたが、さらには天国で使われている音楽を教えまし

た。ある意味でインドラはアルジュナのほんとうの父親ですから、間接的に、アルジュナを

天界に住むひじょうに美しい女性として名高いウルヴァシーに会わせたいと考えていまし

た。天界の娼婦は情欲が強く、ウルヴァシーは、人類のなかでも最強の人間だったアルジュ

ナと結ばれたいと思っていました。かのじょはアルジュナの部屋でその望みを伝えましたが、

アルジュナは非の打ちどころのない高貴な性格そのままに、ウルヴァシーのまえで目を閉じ、

かのじょをクル王朝の⺟と呼び、⺟のクンティー、マードゥリー、インドラデーヴァの妻シ

ャチーデーヴィーと同じ立場にいる女性として対応しました。ウルヴァシーは失望し、アル

ジュナを呪ってその場を去っていきました。天界の惑星にいるとき、偉大で名高い修行僧の

ローマサに会い、マハーラージ・ユディシュティラを守ってくれるよう祈りました。 

敵意をいだく従兄弟のドゥリョーダナがガンダルヴァたちに捕らえられたとき、アルジュ

ナはなんとかして助けたいと考え、ドゥリョーダナを解放するよう頼みましたが断わられま

す。アルジュナはガンダルヴァたちと戦い、ドゥリョーダナを救いだしました。兄弟たちと

身を潜めていたアルジュナはヴィラータ王の宮廷で宦官（かんがん）として働き、ウッタラーと

いうやがて義理の娘になる女性に、ブリハンナラという名前の音楽教師として音楽を教えて

いました。ブリハンナラはヴィラータ王の子息であるウッタラのために戦い、身の上を明か

さないままクル兄弟たちを打ち破りました。アルジュナの秘密の武器はソーミの木のなかに

安全に隠されていたのですが、ウッタラにその武器を持ってくるよう頼みました。アルジュ

ナや兄弟たちの正体は、のちにウッタラに明らかにされます。ドゥローナーチャーリャは、

クル兄弟たちとヴィラータたちとの戦いにアルジュナがいたことを知らされました。のちの

クルクシェートラの戦争では、アルジュナはカルナや多くの将軍たちを多く殺しています。

クルクシェートラの戦いが終わったあと、アルジュナはドゥラウパディーの５人の子どもを

殺したアシュヴァッターマーを懲罰しました。そして、兄弟そろってビーシュマデーヴァの

もとへ向かいます。 

 『バガヴァッド・ギーター』という偉大な哲学的論議がクルクシェートラの戦場で主によ
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って語られたのは、ひとえにアルジュナのおかげです。クルクシェートラの戦場でのアルジ

ュナのすばらしい業績は『マハーバーラタ』に生き生きと描写されています。そんなアルジ

ュナでも、マニプラの地で息子のバブルヴァーハナに負けて意識を失い、ウルーピーがアル

ジュナを助けています。主クリシュナが世を去ったあと、その知らせはアルジュナからマハ

ーラージ・ユディシュティラに伝えられました。ふたたびアルジュナはドゥヴァーラカーを

訪れましたが、未亡人となった主クリシュナの妻たちはかれのまえで嘆き悲しみました。ア

ルジュナはかのじょたちをヴァスデーヴァのもとへ連れていき、慰めまます。のちに、ヴァ

スデーヴァが他界したとき、アルジュナはクリシュナがいないときに葬式を執行しました。

アルジュナがクリシュナの妻たち全員をインドラデーヴァのもとへ連れていく途中攻撃さ

れ、自分の保護下にあったかのじょたちを守ることができませんでした。最後に、ヴャーサ

デーヴァの助言を受けて、兄弟たちはマハープラスタンへ向かいます。途中、兄の助言に従

い、持っていた武器すべてを無用の⻑物として放棄し、ことごとく水のなかに投げいれまし

た。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 

 
Ma*GaeNd] wv iv§-aNTaae iNazeVYaae ihMavaiNav ) 
iTaiTa+auvRSauDaevaSaaE   SaihZ<au"   iPaTaraivv )) 22 )) 

 
ムリゲーンドゥラ イヴァ ヴィクラーントー 

mågendra iva vikränto 
 

ニシェーヴョー ヒマヴァーン イヴァ 

niñevyo himavän iva 
 

ティティクシュル ヴァスデヘーヴァサウ 

titikñur vasudheväsau 
 

サヒシュヌフ ピタラーヴ イヴァ 

sahiñëuù pitaräv iva 
 

mågendraù—ライオン; iva—〜のような; vikräntaù—力強い; niñevyaù—身をゆだねる

にふさわしい; himavän—ヒマラヤ山脈; iva—〜のような; titikñuù—忍耐心; vasudhä 

iva—地球のように; asau—その子ども; sahiñëuù—寛容な; pitarau—両親; iva—〜のよう

に。 
 

この子は力強さではライオンのように、頼もしさではヒマラヤ山脈のように、忍耐強さで

は地球のように、そして寛大さでは両親に匹敵する人物になるだろう。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

敵を撃退する強大な力を持つ人物は、よくライオンに比較されます。家にあっては子羊の

ように、そして敵を追い詰めることではライオンのようにあるべきです。ライオンは必ず獲

物をしとめます。国の筆頭者たる人物ならば、そんなライオンのように、必ず敵を撃退しな

くてはなりません。ヒマラヤ山脈は、あらゆる富を包括する存在として広く知られています。

住むに適した洞穴が散在し、甘いくだものを実らせる木々にあふれ、まろやかな水をたたえ

る泉、病を治す豊富な薬や鉱物に恵まれています。貧苦にあえぐ人は、すばらしい環境に恵

まれたこの山々に安住し、暮らしに必要なものすべてを手に入れることができます。物質主

義であろうと精神主義であろうとかまわない、だれでもこの聖なるヒマラヤ山脈に頼ること

ができるのです。地球のあらゆる場所に、住人たちが引きおこしてしまった問題がいたると

ころに発生しています。現代人は核爆弾を炸裂させる蛮行をはじめましたが、それでも、⺟

が幼い我が子を許すかのように、地球はじっと耐えています。親は、わんぱくを繰りかえす

我が子には我慢するものです。理想的な王がこのような優れた美質をそなえているように、

幼いパリークシットもやがてあらゆる美質をそなえた人物に成⻑するだろう、と予言されて

います。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 

 
iPaTaaMahSaMa"  SaaMYae  Pa[Saade  iGairXaaePaMa" ) 
Aaé[Ya" SavR>aUTaaNaa& YaQaa devae rMaaé[Ya" )) 23 )) 

 
ピターマハ・サマハ サーミェー 

pitämaha-samaù sämye 
 

プラサーデー ギリショーパマハ 

prasäde giriçopamaù 
 

アーシュラヤハ サルヴァ・ブフーターナーンム 

äçrayaù sarva-bhütänäà 
 

ヤタハー デーヴォー ラマーシュラヤハ 

yathä devo ramäçrayaù 
 

pitämaha—祖父、あるいはブラフマー; samaù—等しく優れている; sämye—〜について; 

prasäde—慈善あるいは寛大さにおいて ; giriça—主シヴァ ; upamaù—平衡心の比較 ; 

äçrayaù—拠り所; sarva—全員; bhütänäm—生命体達の; yathä—〜として; devaù—至高

主; ramä-äçrayaù—人格主神。 
 

この子は、祖父のユディシュティラ王やブラフマーに匹敵する穏やかな心を持つ人物にな
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る。寛大さでは、カイラーサ丘の主であるシヴァほどに、そして、幸運の女神でさえ身を寄

せる至高人格主神ナーラーヤナのように、だれもが拠り所とする人物になるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

穏やかな心をそなえる人物として、マハーラージ・ユディシュティラが、そして全生命体

の祖父であるブラフマーが挙げられています。シュリーダラ・スヴァーミーはこの節の「祖

父」をブラフマーと解釈していますが、ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティーの解釈

では、実の祖父であるマハーラージ・ユディシュティラとなっています。しかし、どちらも

すばらしい比較であることに変わりありません。至高主の代表者として認められた人物でし

たし、全生物の幸福のために穏やかな心を保って働く必要があったからです。統括者として

の大役をになう筆頭者は、相手がどのような攻撃をしかけても忍耐強く対応しなくてはなり

ません。ゴーピーたちの不満の矛先は、この宇宙の創造者である主ブラフマーが、主クリシ

ュナを見るのを遮るまぶたを作ったことにあります。ほんの一瞬のまばたきが、愛する主ク

リシュナへの視界を遮ることに我慢できなかったのです。ならば、どの責任者がなにをして

もいちいち難癖をつける人間には耐えるしかありません。同じように、マハーラージ・ユデ

ィシュティラは敵が引きおこした数々の窮地を乗りこえなくてはなりませんでしたが、どん

な境遇に置かれても、完全な平衡心を保つ模範をしめしました。ですから、心の平衡を保つ

ことで挙げられた二人の祖父の例は、じつに適切です。 

主シヴァは物乞いにも恩恵を授ける名高い半神です。その気質ゆえに、アーシュトーシャ

（Äçutoña）「たやすく喜ばせられる者」という意味の名前で知られています。またブータ

ーナータ（Bhütanätha）という別名は、のちに発生する結果を考慮せずに寛大な贈り物を

授ける質を指しますが、ほとんどの従者はそのような主シヴァに執着しています。ラーヴァ

ナは主シヴァに強く執着していましたが、主シヴァをかんたんに喜ばせたことで、主ラーマ

という権威者に挑戦するほどの力をそなえるようになりました。もちろん、至高人格主神ラ

ーマと戦っても主シヴァの助けは得られませんでした。戦った相手は主シヴァの主だったの

ですから。主シヴァはヴリカースラにじつに不便でやっかいな恩恵を授けています。ヴリカ

ースラは主シヴァの恩寵を授かり、相手の頭にさわるだけで殺してしまう力を手にいれまし

た。主シヴァから授かった力ですが、狡猾なこの男はその威力を試そうと、主シヴァの頭に

触れようとしました。このため主シヴァは主ヴィシュヌにすがるはめになり、主ヴィシュヌ

は相手を幻惑に落としいれる力を使い、「まずご自分で試されるのがいいでしょう」と言い

くるめます。この男はその言葉を信じて自分の頭にさわり、そして命を落としました。そし

て世界は、半神から物乞いをする狡猾な男が作りだすさまざまな問題から救われました。こ

の話の要点は、主シヴァはどんな人間にも恩寵を授けるということにあります。ですから主

シヴァは（ときに問題が生じることはあるのですが）、もっとも寛大な人物として知られて
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います。 

 ラマー（Ramä）は「幸運の女神」という意味です。女神が慕う相手は主ヴィシュヌ、そ

して主ヴィシュヌは全生命体を維持する方です。生命体の数は無数です。住んでいるのは地

球だけではありません、他の無数の惑星上にも住んでいます。そのすべての生命体が、「自

己の悟り」という最終目標に高められる道を歩くに必要なものすべてを授かっていますが、

感覚満足の道を選べば、マーヤーという幻想の力のために苦しい生活を強いられ、その結果、

経済発展という間違った計画の道を歩くようになります。そのような経済発展はぜったいに

達成できません。幻にすぎないからです。かれらはいつも幻の幸運の女神にすがっているの

ですが、幸運の女神はヴィシュヌだけに守られていることを知りません。ヴィシュヌ抜きに

した幸運の女神は幻です。ですから私たちがすがる相手は幸運の女神ではなく、ヴィシュヌ

その方なのです。ヴィシュヌとヴィシュヌの献愛者だけが全生命体を守ることができるので

あり、マハーラージャ・パリークシットもヴィシュヌに守られていたからこそ、自分の統治

を望む市⺠たちを守ることができるのは当然でした。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 
SavRSad(Gau<aMaahaTMYae  Wz k*-Z<aMaNauv]Ta"  ) 
riNTadev wvaedarae YaYaaiTairv DaaiMaRk-" )) 24 )) 

 
サルヴァ・サドゥ・グナ・マーハートゥミェー 

sarva-sad-guëa-mähätmye 
 

エーシャ クリシュナンム アヌヴラタハ 

eña kåñëam anuvrataù 
 

ランティデーヴァ イヴォーダーロー 

rantideva ivodäro 
 

ヤヤーティル イヴァ ダハールミカハ 

yayätir iva dhärmikaù 
 

sarva-sat-guëa-mähätmye—あらゆる神聖な特質ゆえに讃えられて; eñaù—この子ども; 

kåñëam—主クリシュナのような; anuvrataù—主の足跡に従う者; rantidevaù—ランディ

デーヴァ; iva—〜のような; udäraù—寛大さにおいて; yayätiù—ヤヤーティ; iva—〜のよ

うな; dhärmikaù—宗教に関して。 
 

この子は、主の足跡に従うことでは主シュリー・クリシュナに匹敵する者となる。寛大さ

では、ランティデーヴァ王にまさるとも劣らない。そして宗教心では、マハーラージャ・ヤ

ヤーティに並び立つ。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・クリシュナが説く『バガヴァッド・ギーター』の最後の教えは、「すべてを

捨て、主の足跡だけに従う」という点にあります。知性に欠ける人々は、主のこの偉大な教

えに同意しません。じつに不運なことではありますが、賢い人はこの崇高な教えを受けいれ、

すぐに恩恵を授かることができます。愚かな人々は、人とのつきあいをとおして特定の質が

作られることを知りません。物体も同じで、火に触れた物は熱くなります。ですから、至高

人格主神とのふれあう人も、主のような特質をそなえるようになります。先に述べたように、

主との親密な交流をとおして神聖な気質の78％を得ることができます。主の教えに従うこ

とが主と交流する、ということです。目のまえにいてこそ交流ができる――主はそのような

物質的な存在ではありません。主はどこにでも、いつでも存在しています。主の教えに従っ

て主と交流できます。主と主の教え、主と主の名前・名声・特質・主に関わる物事は、絶対

的な知識だからこそ、主とまったく同じなのです。マハーラージャ・パリークシットは、⺟

親の胎内にいるときから、その価値ある生涯最後の日まで主とふれあい、主の優れた気質を

完璧にそなえることができました。 

 ランディデーヴァ（Rantideva） 『マハーバーラタ』時代以前のいにしえの王。『マハ

ーバーラタ』（ドゥローナ・パルヴァ 第67節）で、ナーラダ・ムニがサンジャヤに教えを

説いているときに言及した人物です。偉大な王で、客人を厚くもてなし、惜しみなく食糧を

分けあたえました。主シュリー・クリシュナでさえ、その慈善と歓待の心を称讃しました。

偉大な聖者ヴァシシュタ・ムニに冷たい水を捧げ、返礼として天国の惑星に高められる恩恵

を授かりました。またリシたちにくだもの、根、葉を捧げ、返礼として望みを満たす祝福を

かれらから授かっています。クシャトリヤとして生まれましたが、生涯肉を口にしたことが

ありません。とりわけヴァシシュタ・ムニを手厚くもてなし、ムニの祝福だけで高位の惑星

に住めるようになりました。朝夕思いおこすべく敬虔な王の一人に数えられています。 

 ヤヤーティ（Yayäti） 世界に名の知れた偉大な皇帝であり、アーリャンに属する優れた

国やインド・ヨーロッパ語族の祖先です。マハーラージャ・ナブシャの子息で、兄が解放さ

れた偉大な神秘家であったことから、世界の皇帝になりました。若いころには欲情が強く、

かれにまつわるさまざまな恋物語がありますが、数千年間世界を治め、歴史に残る数多くの

儀式や敬虔なおこないをしています。あるとき、シュクラーチャーリャが深く愛する娘デー

ヴァヤーニーに恋をしました。デーヴァヤーニーは結婚を望んでいたのですが、ヤヤーティ

はブラーフマナの娘だったかのじょの申し出を断わりました。シャーストラの決まりでは、

ブラーフマナはクシャトリヤの娘と結婚できますが、クシャトリヤはブラーフマナの娘と結

婚できないことになっています。世界にヴァルナ・サンカラが増えないよう配慮されていた

のです。シュクラーチャーリャはこの禁じられた結婚を改め、皇帝ヤヤーティにデーヴァヤ
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ーニーをめとるよう促しました。デーヴァヤーニーにはシャルミシュターという女性の友だ

ちがいましたが、その女性が皇帝と恋に落ち、デーヴァヤーニーと皇帝に会いに行きました。

シュクラーチャーリャは、皇帝がシャルミシュターを寝室に呼ぶことを禁じましたが、ヤヤ

ーティはその命令に正しく従うことができませんでした。そして密かにシャルミシュターと

結婚し、息子をもうけました。このことを知ったデーヴァヤーニーは怒り、父親に訴えます。

ヤヤーティはデーヴァヤーニーに強く執着しており、義理の父シュクラーチャーリャの宮殿

に趣きました。シュクラーチャーリャはヤヤーティの行状に怒り、不能になるよう呪いをか

けました。ヤヤーティはその呪いを取りけすよう訴えますが、性的能力を取りもどすために

は息子たちから若さを得て、かれらが老人になる、という条件をつきつけました。ヤヤーテ

ィはデーヴァヤーニーとのあいだに２人、シャルミシュターとのあいだに３人、計５人の子

息をもうけています。この５人、すなわち(1)ヤドゥ、(2)トゥルヴァス、(3)ドゥルヒュ、(4)

アヌ、(5)プールから、５つの名高い家系すなわち(1)ヤドゥ王家、(2)ヤヴァナ家（トルコ人）、

(3)ボージャ王家、(4)ムレッチャ王家（ギリシャ人）、(5)パウラヴァ王家が起こり、世界各

地に広がっていきました。ヤヤーティは敬虔なおこないをしたことで天国の惑星に昇ってい

きしたが、あまりの自画自賛、そして偉大な魂たちへの冒涜のため地上に転落しました。ヤ

ヤーティが堕落したあと、娘と孫息子は自分たちが積んだ美徳をヤヤーティに譲り、孫息子

と友人のシビに助けられて天国の惑星に高められ、いまではヤマラージャの行政府一人とし

て、また献愛者としてヤマラージャとともに暮らしています。ヤヤーティ王は1,000以上の

さまざまな儀式を執行し、惜しみなく慈善をほどこし、強い影響力を行使した人物です。そ

の威厳に満ちた力は世界中の住⺠が感じていました。ヤヤーティの末の子プールは、ややー

ディが欲情に端を発した問題に見まわれたとき、自分の若さを1,000年も与えることに同意

しました。やがて俗生活から離れるとき、その若さをプールにふたたび戻しました。王国を

プールに譲りたかったのですが、他の貴族や臣下たちが認めませんでした。しかし、プール

の偉大さを聞いたかれらは、プールを国王とすることに同意し、こうして皇帝ヤヤーティは

家族生活から離れて森に入っていきました。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 
Da*TYaa bil/SaMa" k*-Z<ae Pa[h ad wv Sad(Ga]h" ) 
AahTaŒzae_ìMaeDaaNaa&   v*ÖaNaa&   PaYauRPaaSak-" )) 25 )) 

 
ドフゥリテャー バリ・サマハ クリシュネー 

dhåtyä bali-samaù kåñëe 
 

プラフラーダ イヴァ サドゥ・グラハハ 

prahräda iva sad-grahaù 
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アーハルタイショー シュヴァメーダハーナーンム 

ähartaiño 'çvamedhänäà 
 

ヴリッダハーナーンム パリュパーサカハ 

våddhänäà paryupäsakaù 
 

dhåtyä—忍耐心で; bali-samaù—バリ・マハーラージャのように; kåñëe—主シュリー・

クリシュナに; prahräda—プラフラーダ・マハーラージャ; iva—〜のように; sat-grahaù—

〜の献愛者; ähartä—執行者; eñaù—この子ども; açvamedhänäm—アシュヴァメーダの儀

式の; våddhänäm—老いて経験豊かな人々の; paryupäsakaù—従者。 
 

この子は、バリ・マハーラージャのように忍耐強く、プラフラーダ・マハーラージャのよ

うに堅固な主クリシュナの献愛者となり、多くのアシュヴァメーダ儀式を執行し、そして老

いて経験豊かな人物たちの従者となるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

バリ・マハーラージャ（Bali Mahäräja） 主への献愛奉仕における12人の権威者の一人。

主を満足させるためにすべてを犠牲にしたこと、そしてなにもかも主に捧げる選択をやめさ

せようとした名ばかりの精神指導者を捨てたことが、献愛奉仕の偉大な権威者となった理由

です。宗教生活の最高完成は、二心のない、そして一般社会とのかかわりに巻きこまれるこ

とのない主への無条件の献愛奉仕をすることで達成されます。バリ・マハーラージャは、主

を満足させるためならなにがあってもかまわない、と決断しました。主の献愛奉仕上の権威

者の一人であるプラフラーダ・マハーラージャの孫にあたる人物です。バリ・マハーラージ

ャと、またそのヴィシュヌ・ヴァーマナデーヴァとの関係の歴史については、『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』の第８編（第11−24章）で述べられています。 

 プラフラーダ・マハーラージャ（Prahläda Mahäräja） 主クリシュナ（ヴィシュヌ）

の理想的な献愛者。父ヒラニャカシプと⺟カヤードゥの⻑男にあたる人物です。ヒラニャカ

シプは、たった５歳のプラフラーダ・マハーラージャを厳しく咎めましたが、そのわけは我

が子が主の純粋な献愛者になったことにあります。主への献愛奉仕の権威者になった理由は、

父親が主ヌリシンハデーヴァに殺害され、たとえ父親であっても献愛奉仕のさまたげになる

のであれば拒否しなくてはならない、という見本をしめしたからです。４人の子息がいまし

たが、その⻑男はヴィローチャナ、すなわち先に述べたバリ・マハーラージャの父親です。

プラフラーダ・マハーラージャの行動の歴史については『シュリーマド・バーガヴァタム』

の第７編で述べられています。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 
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raJazs<aa& JaNaiYaTaa XaaSTaa caeTPaQaGaaiMaNaaMa( ) 
iNaGa]hqTaa  k-le/rez  >auvae  DaMaRSYa  k-ar<aaTa(  )) 26 )) 

 

ラージャルシーナーンム ジャナイター 

räjarñéëäà janayitä 
 

シャースター チョートゥパタハ・ガーミナーンム 

çästä cotpatha-gäminäm 
 

ニグラヒーター カレール エーシャ 

nigrahétä kaler eña 
 

ブフヴォー ダハルマッシャ カーラナートゥ 

bhuvo dharmasya käraëät 
 

räja-åñéëäm—聖者とも言うべき王達の; janayitä—製作者; çästä—懲罰者; ca—そして; 

utpatha-gäminäm—横柄な者達の; nigrahétä—人を悩ませる者; kaleù—喧嘩好きな者の; 

eñaù—これ; bhuvaù—世界の; dharmasya—宗教の; käraëät—〜の理由で。 
 

この子は、聖者のようになる王たちの父となるだろう。世界の平和と宗教のために、成り上

がり者や争いを好む者たちの懲罰者となるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

世界でもっとも賢い人物は主の献愛者です。聖者は賢い人物とも呼ばれ、さまざまな知識

をそなえた多彩な賢者がいます。ですから、国王あるいは国の筆頭者が賢くなければ、国内

にいるさまざまなタイプの賢者を導くことはできません。マハーラージャ・ユディシュティ

ラの家系にある王家を継いでいるのは、例外なく、当時もっとも賢いとされていた人物たち

ばかりであり、まだこの時生まれていなかったマハーラージャ・パリークシットや、その子

息であるマハーラージャ・ジャナメージャヤについても予言されています。そのような賢い

王が、カリ時代にいる成り上がり者や世を荒廃させる者を懲罰することができます。後の章

で明確にされるように、マハーラージャ・パリークシットは、平和と宗教の象徴である雌牛

を殺そうとしていたカリの権化を殺そうとしました。カリ時代の兆候は、(1)酒、 (2)女性、

(3)賭博、 (4)屠殺場です。すべての国にいる賢い支配者は、マハーラージャ・パリークシ

ットから教訓を学び、酒・女性との不義の性的関係・賭博、さらには正式に経営されている

屠殺場が供給する肉を食べることにふけっている成り上がり者や争いを好む者たちを制圧

することで、平和や道徳律を守らなくてはなりません。カリという現代では、このような多

岐にわたる争いを維持させる正式な許可証が用意されています。これでは、国のなかに平和

や道徳律が期待できないのは当然です。ゆえに国の⻑老たちは、先に挙げたように、規則を

破る者たちを罰して争いの兆しを根絶することで、主への奉仕によって賢くなる原則に従わ
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なくてはなりません。火をおこすには乾いた燃料が必要です。燃えさかる火と湿った燃料は

相いれません。平和と道徳律は、マハーラージャ・パリークシットとその従者たちの原則に

従う以外に達成できるものではありません。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 
Ta+ak-adaTMaNaae Ma*TYau& iÜJaPau}aaePaSaiJaRTaaTa( ) 
Pa[PaTSYaTa  oPaé[uTYa  Mau¢-Sa(r)"  Pad& hre" )) 27 )) 

 
タクシャカードゥ アートゥマノー ムリテュンム 

takñakäd ätmano måtyuà 
 

ドゥヴィジャ・プトゥローパサルジタートゥ 

dvija-putropasarjität 
 

プラパトゥッシャタ ウパシュルテャ 

prapatsyata upaçrutya 
 

ムクタ・サンガハ パダンム ハレーヘ 

mukta-saìgaù padaà hareù 
 

takñakät— ス ネ ー ク バ ー ド に よ っ て ; ätmanaù— 自 分 自 身 の ; måtyum— 死 ; 

dvija-putra—ブラーフマナの子息によって; upasarjität—〜に送られて; prapatsyate—〜

に身をゆだねて; upaçrutya—聞いた後; mukta-saìgaù—すべての執着を捨てて; padam—

立場; hareù—主の。 
 

ブラーフマナの子息が向かわせたスネークバードに噛まれて死ぬ、という呪いを聞いたか

れは物質的執着すべてを捨てさり、人格主神に保護を求め、身をゆだねるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

物質的な執着と主の蓮華の御足に身をゆだねることは共存しません。物質的な執着を持っ

ていれば、主に守られて得られる超越的な幸福はわかりません。物質界にいながらおこなう

主への献愛奉仕は、主との超越的な絆を築く修練をする、ということであり、その結果、物

質的な執着をすべて捨てさり、ふるさとへ、神のもとへ帰る資格を得ることができるように

なります。マハーラージャ・パリークシットは⺟親の胎内にいたときから主のことだけを考

えていたため絶えず主に守られており、かれにとって、ブラーフマナの息子に呪われてから

７日後に死ぬという警告は、ふるさとに、神の元に帰る準備ができるという恩恵でもありま

した。いつも主に守られていた人物ですから、主の恩寵の力で呪いを消滅させることもでき

ましたが、むやみにそのような力を使うことはしませんでした。逆に、不利な状況に追いこ
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まれても最善をつくしたのです。正しい情報源から『シュリーマド・バーガヴァタム』を７

日間つづけて聞きつづけ、この機を利用して主の蓮華の御足に身をゆだねました。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節 

 
iJajaiSaTaaTMaYaaQaaQYaaeR   MauNaeVYaaRSaSauTaadSaaE  ) 
ihTved& Na*Pa Ga(r)aYaa& YaaSYaTYaÖaku-Taae>aYaMa( )) 28 )) 

 
ジギャーシタートゥマ・ヤタハールテョー 

jijïäsitätma-yäthärthyo 
 

ムネール ヴャーサ・スタードゥ アサウ 

muner vyäsa-sutäd asau 
 

ヒトゥヴェーダンム ヌリパ ガンガーヤーンム 

hitvedaà nåpa gaìgäyäà 
 

ヤッシャーティ アッダハークトーバハヤンム 

yäsyaty addhäkutobhayam 
 

jijïäsita—〜について尋ねて; ätma-yäthärthyaù—自己に関する正しい知識; muneù—その

博学な哲学者から; vyäsa-sutät—ヴャーサの子息; asau—彼; hitvä—終えること; idam—この

物質的な執着; nåpa—王よ; gaìgäyäm—ガンジス川の岸辺で; yäsyati—行くだろう; addhä—

直接に; akutaù-bhayam—恐れのない生活。 

 

ヴャーサデーヴァの子息で、偉大な哲学者になるであろう人物から正しい自己の悟りの知

識について聞いたあと、物質的執着をすべて捨てさり、恐れを知らない生活の境地を達成す

ることであろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

物質的知識とは、自分自身に関する知識を知らない、ということです。そして哲学とは、

自分に関する正しい知識、あるいは自己を悟るための知識を探求する、という意味でもあり

ます。自己の悟りに結びつかない哲学は、無味乾燥で、時間とエネルギーの無駄にすぎませ

ん。『シュリーマド・バーガヴァタム』はその「自分自身に関する正しい知識」を提供し、

『シュリーマド・バーガヴァタム』を聞くことで、物質的な執着から解放され、恐れのない

国に入ることができます。物質界は恐怖に満ちた世界です。そのなかに住む生命体たちは、

刑務所に収監された囚人たちのように恐れおののいています。刑務所では、だれも刑務所の

規則を破ることはできませんし、破れば刑期をさらに拘留期間を延期されるばかりです。同

じように、物質存在に閉じこめられている私たちはいつも怯えています。これが「不安」と
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呼ばれるものです。物質界にいる人はだれでも、どのような生物でも、どのような生活でも、

たとえ自然界の法則を破ろうと破るまいと、いつも不安にかられています。解放・ムクティ

（mukti）とは、途切れることのないこの不安から解放です。その解放は、主に仕えること

で不安が解消されることで実現します。『シュリーマド・バーガヴァタム』は、私たちがか

かえていた物質的不安を精神的喜びに変えてくれます。これは、シュリー・ヴャーサデーヴ

ァの偉大な子息で、自己を悟ったシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような博学な哲学者

とのふれあいがなければ実現されません。マハーラージャ・パリークシットは、「もうすぐ

死ぬ」という警告を受けたあと、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーとの交流をとおしてそ

の機会を活用し、待ち望んでいた結果を得ることができました。 

 『シュリーマド・バーガヴァタム』を吟唱したり聞いたりすることでは、生計をたてるた

めにそのような吟唱や傾聴を模倣する者たちがおり、愚かな聴衆はその模倣者に従えば、執

着という束縛から解放され、恐れずに暮らせるようになると考えています。これはこっけい

な物まねに過ぎないため、いつまでも物欲を満たすことしか頭にない愚かで貪欲な輩のバー

ガヴァタ・サプターハ（bhägavatam saptäha）に惑わされてはなりません。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 
wiTa  raj  oPaaidXYa  ivPa[a  JaaTak-k-aeivda" ) 
l/BDaaPaicTaYa" SaveR Pa[iTaJaGMau" Svk-aNa( Ga*haNa( )) 29 )) 

 
イティ ラーギャ ウパーディッシャ 
iti räjïa upädiçya 

 
ヴィプラー ジャータカ・コーヴィダーハ 
viprä jätaka-kovidäù 

 
ラブダハーパチタヤハ サルヴェー 
labdhäpacitayaù sarve 

 
プラティジャグムフ スヴァカーン グリハーン 
pratijagmuù svakän gåhän 

 

iti—このように; räjïe—王に; upädiçya—助言して; vipräù—ヴェーダに精通した人々; 

jätaka-kovidäù—占星術と誕生の儀式の執行に⻑けた人々; labdha-apacitayaù—報酬とし

て豊富に受けとった人々; sarve—彼らすべて; pratijagmuù—戻って行った; svakän—彼ら

自身の; gåhän—家。 
 

このように、占星術の知識と誕生の儀式に⻑けた人々がユディシュティラ王に、その子の

将来について教えた。やがて充分な報酬を授かったあと、各自の住まいにもどっていった。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ヴェーダは、物質・精神両知識の宝庫です。しかし、この知識は自己を悟るために向けら

れなくてはなりません。言いかえれば、ヴェーダはあらゆる面で教養ある文化人に用意され

た案内書なのです。人間生活は物質的な苦しみから逃れる機会ですから、ヴェーダの知識に

従うことで、生活必需品と精神的解放どちらについても正しい助言が得られます。ヴェーダ

の知識の研究に専心している人々をヴィプラ（ヴェーダ知識の専門家）といいます。ヴェー

ダには広範な分野があり、なかでも占星学と病理学は一般人に欠かせない重要な学問です。

ですから知的な人物であるブラーフマナは、社会を導くためにさまざまなヴェーダ知識を研

究します。博識な人々は軍学（ダヌル・ヴェーダ Dhanur-veda）でさえ学び、ヴィプラの

なかには、ドゥローナーチャーリャやクリパーチャーリャをはじめとする熟達者がいました。 

この節にあるヴィプラ（vipra）という言葉には重要な意味がこめられています。ヴィプ

ラとブラーフマナにはちょっとした違いがあります。ヴィプラはカルマ・カーンダ、すなわ

ち果報的活動に関する知識を習熟した人々のことで、大衆が何不自由なく暮らせるよう導き

ますが、ブラーフマナは崇高な精神的知識を知りつくしている人々を指します。この知識の

分野をギャーナ・カーンダ（jïäna-käëòa）といい、この上にウパーサナー・カーンダ

（upäsanä-käëòa）があります。ウパーサナー・カーンダの極致が主ヴィシュヌへの献愛

奉仕であり、極致をきわめたブラーフマナがヴァイシュナヴァと呼ばれるようになります。

さまざまな崇拝様式のなかでも、ヴィシュヌの崇拝はもっとも気高いものとされています。

高尚なブラーフマナは主への崇高な愛情奉仕に励むヴァイシュナヴァであるため、献愛奉仕

の科学を説く『シュリーマド・バーガヴァタム』はヴァイシュナヴァにはひじょうに重要な

書物です。そして『シュリーマド・バーガヴァタム』がまっさきに述べるように、この書物

はヴェーダ知識の熟した果実であり、カルマ、ギャーナ、ウパーサナーという３つのカーン

ダより優れた主題を扱っています。 

カルマ・カーンダの専門家には、ジャータカ呼ばれる熟達したヴィプラたちがおり、かれ

らは誕生した時間（lagna・ラグナ）の星座を計算するだけで赤ん坊の未来をすべて言いあ

てる優秀な占星術師です。この優れたジャータカ・ヴィプラたちがマハーラージャ・パリー

クシットの誕生に居あわせ、祖父のマハーラージ・ユディシュティラはかれらに充分な⾦、

土地、村、穀物、また牛などの貴重な生活必需品を与えました。社会にはヴィプラが必要で

あり、国はヴィプラの快適な暮らしを保証しなくてはなりません。熟達したヴィプラは国か

らの充分な報酬を得ているからこそ無償で一般大衆に仕えることができ、こうして、ヴェー

ダの知識がだれにでももたらされる社会環境が作りだされるのです。 
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第３０節第３０節第３０節第３０節 

 
Sa Wz l/aeke- iv:YaaTa" Parqi+aidiTa YaTPa[>au" ) 
PaUv|    d*íMaNauDYaaYaNa(   Parq+aeTa   NareiZvh  )) 30 )) 

 
サ エーシャ ローケー ヴィキャータハ 
sa eña loke vikhyätaù 

 
パリークシドゥ イティ ヤトゥ プラブフフ 
parékñid iti yat prabhuù 

 
プールヴァンム ドゥリシュタンム アヌデャーヤン 
pürvaà dåñöam anudhyäyan 

 
パリークシェータ ナレーシュヴ イハ 
parékñeta nareñv iha 

 

saù—彼; eñaù—この中の; loke—世界; vikhyätaù—有名な; parékñit—検査する者; iti—この

ように; yat—何; prabhuù—王よ; pürvam—〜の前; dåñöam—見られる; anudhyäyan—常に熟

考している; parékñeta—検査するだろう; nareñu—すべての人に対して; iha—ここで。 
 

その子は、パリークシット、すなわち「見定める者」として世界に知れわたることだろう。

生まれるまえに見た人物を探しもとめ、出会う人すべてを見定めようとするからである。こ

のようにして、いつも主を黙想する人物になるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージャ・パリークシットは幸運な人物でしたから、⺟親の胎内にいたときでさえ

主の姿を見ることができ、それ以来、主への深い想いが心から離れることはありませんでし

た。主の崇高な姿がひとたび心に焼きつけられると、その姿はなにがあっても忘れることは

できません。パリークシットは⺟親の体から出たあと、出会う人すべてを、胎内で見た同じ

人物かどうか見定める習慣がついていました。しかしだれにあっても、その人物ではありま

せんでしたし、その人物よりも魅力的ではなかったことから、だれも受けいれることはあり

ませんでした。それでも主は、相手を見きわめようとしているパリークシットと共にあり、

こうしてかれは思いだすことでいつも主に献愛奉仕をしていたのでした。 

シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーは、どのような子でも、幼いころに主の姿を心

に焼きつければ、やがてマハーラージャ・パリークシットのような偉大な献愛者になる、と

言っています。主を⺟親の胎内で見るほどの幸運にはめぐまれないかもしれませんが、両親

がそう望めば可能性はあります。筆者自身の体験を挙げましょう。父は主の純粋な献愛者で、

私が４歳か５歳のときにラーダーとクリシュナの像を用意してくれました。遊んでいるよう
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な気持ちで、妹とよくその神像を崇拝し、また近くにあったラーダー・ゴーヴィンダ寺院で

の儀式などをよく真似ていたものです。この寺院に何度も行くことで、私は主への自然な親

近感を高めていきました。父は私の年齢にふさわしい儀式もすべて教えてくれています。学

校や大学で学ぶようになると、そのような習慣はすっかり忘れてしまいました。しかし⻘年

になって、私の精神指導者シュリー・シュリーマドゥ・バクティシッダーンタ・サラスヴァ

ティー・ゴースヴァーミー・マハーラージャに出会ってからは、昔いそしんでいた記憶がよ

みがえり、当時は遊びの相手だった神像が、正式な規則に従って崇拝する神像になりました。

家族との関係を断つまでこの習慣はつづき、寛大な父が最初に主の像を私に与え、のちに尊

師に導かれて正式な献愛奉仕へと高まっていったことを思えば、大きな喜びを感じずにはい

られません。プラフラーダ・マハーラージャもそのように助言しています。神聖な絆を築く

主の姿は幼いころから心に刻むべきものであり、それができなければ、他の体と同じように

人間の体も一時的ではあっても、「人間の生涯」という絶好の機会を見逃してしまうのです。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 
Sa raJaPau}aae  vv*Dae  Aaéu  éu(c)- wvae@uPa" ) 
AaPaUYaRMaa<a" iPaTa*i>a" k-aïai>airv Saae_NvhMa( )) 31 )) 

 
サ ラージャ・プトゥロー ヴァヴリデヘー 
sa räja-putro vavådhe 

 
アーシュ シュクラ イヴォードゥパハ 
äçu çukla ivoòupaù 

 
アープーリャマーナハ ピトゥリビヒヒ 
äpüryamäëaù pitåbhiù 

 
カーシュタハービヒル イヴァ ソー ンヴァハンム 
käñöhäbhir iva so 'nvaham 

 

saù—その; räja-putraù—その王子; vavådhe—成⻑した; äçu—やがてすぐに; çukle—満

ちている月; iva—〜のように; uòupaù—月; äpüryamäëaù—豊富に; pitåbhiù—両親の守護

のもとで; käñöhäbhiù—完全な発達; iva—〜のような; saù—彼; anvaham—日ごとに。 
 
 月が２週間をかけて日ごとに満ちていくように、この王子（パリークシット）は、やがて、

守護者である祖父たちの心遣いと完全な配慮に支えられて、心豊かに育っていくことだろう。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 
 

Ya+YaMaa<aae_ìMaeDaeNa    jaiTad]aehiJahaSaYaa ) 
raJaal/BDaDaNaae dDYaaENaaNYa}a k-rd<@Yaae" )) 32 )) 
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ヤクッシャマーノー シュヴァメーデヘーナ 
yakñyamäëo 'çvamedhena 

 
ギャーティ・ドゥローハ・ジハーサヤー 
jïäti-droha-jihäsayä 

 
ラージャー ラブダハ・ダハノー ダデャウ 
räjä labdha-dhano dadhyau 

 
ナーニャトゥラ カラ・ダンダヨーホ 
nänyatra kara-daëòayoù 

 

yakñyamäëaù—執行することを望んでいる ; açvamedhena—馬の供儀祭によって ; 

jïäti-droha—親族と戦うこと; jihäsayä—〜から逃れるために; räjä—ユディシュティラ王; 

labdha-dhanaù—富を得るために; dadhyau—〜について考えた; na anyatra—別の方法; 

kara-daëòayoù—税⾦と罰則⾦。 
 

ちょうどこのころユディシュティラ王は、親族との戦いによって生じた罪から免れるため、

馬の供儀祭を執行することを考えていた。しかし、罰則⾦や税の徴収を除いて、王には余剰

資⾦がなく、ある程度の財産を獲得する必要性を感じていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

ブラーフマナやヴィプラたちが国から援助を受ける資格があるように、国の執行部は市⺠

から税や罰則⾦を徴収する権利があります。クルクシェートラの戦いが終わり、国の財源は

底をつき、そのため税⾦や罰則⾦以外に余剰資産はありませんでした。その資⾦は国の予算

だけにしか使うことができず、王は馬の供儀祭を執行するために別の財源を得ることを考え

ていました。マハーラージ・ユディシュティラは、この儀式をビーシュマデーヴァの教えに

従って執行したいと思っていたのです。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 
Tadi>aPa[eTaMaal/+Ya  >a]aTarae_CYauTacaeidTaa" ) 
DaNa& Pa[hq<aMaaJah uådqCYaa& idiXa >aUirXa" )) 33 )) 

 
タドゥ アビヒプレータンム アーラクッシャ 
tad abhipretam älakñya 

 
ブフラータロー チュタ・チョーディターハ 
bhrätaro 'cyuta-coditäù 

 
ダハナンム プラヒーナンム アージャフルル 
dhanaà prahéëam äjahrur 
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ウディーチャーンム ディシ ブフーリシャハ 
udécyäà diçi bhüriçaù 

 

tat—彼の ; abhipretam—心の願い ; älakñya—見ている ; bhrätaraù—彼の兄弟達 ; 

acyuta—完全無欠の者（主シュリー・クリシュナ）; coditäù—〜の助言を受けて; dhanam—

富; prahéëam—収集; äjahruù—〜を持ってきた; udécyäm—北部; diçi—方角; bhüriçaù—

充分な。 
 

兄弟たちは、王の愛情あふれる願いを察し、完全無欠の主クリシュナの助言を受けて、北

部地方から（マルッタ王が残していた）充分な財産を集めてきた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージャ・マルッタ（Mahäräja Marutta） 偉大な皇帝の一人。マハーラージ・

ユディシュティラの統治時代を遡る時代の世界の王でした。マハーラージャ・アヴィクシッ

トの子息で、太陽神の子、すなわちヤマラージャの偉大な献愛者です。兄弟のサンヴァルタ

は、半神を率いる博識な僧侶であるブリハスパティと対抗していました。サンカーラ・ヤギ

ャと呼ばれる儀式で主を大いに満足させ、主はある⻩⾦の山の管理をまかせました。この山

はヒマラヤ山脈に位置していますが、現代の冒険家がその場所を捜しあてることができるか

もしれません。絶大な力をそなえた皇帝だったことから、儀式の最終日には、インドラ、チ

ャンドラ、ブリハスパティなど、他の惑星から半神たちがかれを訪ねてきています。⻩⾦の

山を管理する皇帝はありあまる⾦を蓄えていました。儀式の場所にある天蓋（てんがい）全体が

純⾦で作られていたほどです。また毎日行なわれていた儀式には、儀式用の料理をはかどら

せるためにヴァーユローカ（空気の惑星）の住⺠が招かれ、儀式に集まった半神たちはヴィ

シュヴァデーヴァによって率いられていました。 

マルッタ王は敬虔なおこないを続け、治めていた王国にあった病気をことごとく根絶する

ことができました。王が行なった盛大な供儀祭には、デーヴァローカやピトゥリローカのよ

うな高位の惑星に住む住⺠のだれもが満足していました。王は毎日のように博学なブラーフ

マナたちに、寝具、座席、乗り物、充分な量の⾦などを与えました。天界の王インドラデー

ヴァもその寛大な慈善や無数の供儀祭に心から満足し、王の隆盛を望んでいました。敬虔な

おこないを積んだことで、生涯をつうじて若々しい容姿で生きつづけ、満足しきった臣下、

大臣、摘妻、子息、兄弟たちに囲まれて1,000年間王国を治めました。主シュリー・クリシ

ュナでさえ、その敬虔なおこないを讃えています。一人娘をマハルシ・アンギラーという聖

者に嫁がせ、聖者の祝福を授かって天界に昇っていきました。王は博識なブリハスパティに

自分の儀式を司る僧侶になってほしかったのですが、半神だったブリハスパティは、王が地

球の人間だったため、申し入れを断わりました。願いが聞きいれられず、たいそう失望はし
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たのですが、ナーラダ・ムニの助言を受けてサンヴァルタをその地位に就け、サンヴァルタ

はその使命をまっとうしました。 

儀式の成功は執行する僧侶にかかっています。現代では儀式はどれも禁止されていますが、

それは、ブラーフマナと名乗ってもじつはその資質がなく、「ブラーフマナの子息だからブ

ラーフマナ」と誤解している者たちが多くはびこり、真に博識なブラーフマナがいないため

です。ですから、いまのカリ時代ではただ１つの儀式、すなわち主シュリー・チャイタンニ

ャ・マハープラブによって始められたサンキールタナ・ヤギャだけが勧められています。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 
TaeNa  SaM>a*TaSaM>aarae  DaMaRPau}aae YauiDaiïr" ) 
vaiJaMaeDaEiñi>a>asTaae YajE" SaMaYaJaÖirMa( )) 34 )) 

 
テーナ サンブフリタ・サンバハーロー 
tena sambhåta-sambhäro 

 
ダハルマ・プトゥロー ユデヒィシュティラハ 
dharma-putro yudhiñöhiraù 

 
ヴァージメーダハイス トゥリビヒル ビヒートー 
väjimedhais tribhir bhéto 

 
ヤギャイヒ サマヤジャドゥ ダハリンム 
yajïaiù samayajad dharim 

 

tena— そ の 富 で ; sambhåta— 集 め た ; sambhäraù— 物 資 ; dharma-putraù— 敬 虔 な 王 ; 

yudhiñöhiraù—ユディシュティラ; väjimedhaiù—馬の供儀祭によって; tribhiù—３回; bhétaù—

クルクシェートラの戦闘後、非常に恐れている; yajïaiù—儀式; samayajat—完璧に崇拝した; 

harim—人格主神。 
 

王は、その富を使って馬の供儀祭を３回執行することができた。こうして、クルクシェー

トラの戦いが集結したあとに恐れをいだいていた敬虔な王ユディシュティラは、主ハリ、人

格主神を喜ばせることができたのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

マハーラージ・ユディシュティラは理想的かつ名高い敬虔なる世界の王でしたが、クルク

シェートラの戦いに参戦し、また発生した大殺戮のために計りしれない恐怖心に襲われてい

ました。自分を王座に就けるためだけに為された戦争だったからです。ですから、戦争ゆえ

に起こった惨事すべての責任を負い、その罪をすべて打ち消すために、馬の供儀祭を３回執
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行したいと考えていました。その儀式には膨大な費用が必要になります。そのためマハーラ

ージ・ユディシュティラでさえ、マハーラージャ・マルッタから、そしてマルッタ王から慈

善として⾦を受けとったブラーフマナたちから大量の⾦を集めなくてはなりませんでした。

博識なブラーフマナたちは、マハーラージャ・マルッタから与えられた⾦の荷物すべてを運

び出すことができず、その大部分を残していきました。そして、マハーラージャ・マルッタ

も、慈善として差しだしたその大量の⾦を回収することもありませんでした。また儀式に使

われたあとゴミとして捨てられていた⾦の皿や道具は、マハーラージ・ユディシュティラが

自分が使うために集めるまで⻑くそのままの状態に放っておかれていました。そこで主シュ

リー・クリシュナは、マハーラージ・ユディシュティラの弟たちに、だれも所有権を主張し

ていないその財産を回収するよう助言しました。もともとユディシュティラ王の財産だった

からです。さらに驚くべきことに、国⺠のだれ一人として、持ち主のいない⾦を産業発展の

ために使おうとしていません。これは、だれもが充分な生活必需品をそなえ、不要な産業や

事業を始めて物欲を満たすつもりがなかったことを物語っています。マハーラージ・ユディ

シュティラも、厖大な⾦を回収して人格主神、至高主ハリを満足させる供儀祭を執行しよう

としていました。こうした目的がなければ、国の財源としてそのような⾦を集める望みはな

かったのです。 

マハーラージ・ユディシュティラの行動から学ぶべきことがあります。ユディシュティラ

王は戦場で犯した罪を恐れ、そのために至高の権威者を満足させたいと考えました。これは、

日々の生活で職務をはたしながら知らず知らずのうちに罪を犯しているということであり、

意図していない罪を相殺するためにも、啓示経典に勧められている供儀を執行しなくてはな

らない、ということです。主は『バガヴァッド・ギーター』（第３章・第９節）で、yajïärthät 

karmaëo 'nyatra loko 'yaà karma-bandhanaù（ヤギャールタハートゥ カルマノー ニャトゥラ ロ

ーコー ヤンム カルマ・バンダハナハ）「権威のない活動から生じる反動をすべて取りのぞくために、

経典が勧める儀式を行なわなくてはならない」と述べています。そして、あらゆる罪の反動

を避けることができるのです。興味や快楽のおもむくままに生きる人は、罪ゆえに発生する

試練を受けなくてはなりません。ですから、儀式をするもっとも大切な目的は至高人格者ハ

リを満足させることにあります。その方法は時間・場所・人に応じて異なっても、目的はた

だ１つ、至高主ハリを満足させることしかありません。それが敬虔な生活であり、全世界に

平和と繁栄をもたらす方法です。マハーラージ・ユディシュティラは、世界を治める理想的

で敬虔な国王として、そのすべてをはたしたのでした。 

マハーラージ・ユディシュティラが国王の義務として、人や動物の殺害が正当化される国

政を毎日執行することで「罪人」になる、と仮定したら、至高主を喜ばす儀式をするはずの

ない、そして訓練も受けていないカリ・ユガの人々がどれほどの罪を意識的・無意識に犯し

ているか、たやすく想像できます。ですから『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編・
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第２章・第13節）は、人類の主要な義務は、定められた本務をはたすことで至高主を満足さ

せることにある、と述べています。 

どんな場所、社会、階級、信条の人間であっても、さまざまな場所、時代、人のために経

典が勧める儀式をしなくてはなりません。ヴェーダ経典（『シュリーマド・バーガヴァタム』

第３編・第31章・第１節）では、kértanäd eva kåñëasya mukta-saìgaù paraà vrajet（キー

ルタナードゥ エーヴァ クリシュナッシャ ムクタ・サンガハ パランム ヴラジェートゥ）「カリ・ユガの人々

は、クリシュナの聖なる名前を冒涜することなく唱え、主を讃えなくてはならない」と勧め

られています。そうすればあらゆる罪から解放され、ふるさとへ、神の元へ帰るという至上

の完成に到達することができます。筆写はそのことをこの偉大な書物のさまざまな箇所で何

度も述べ、とくに主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブの生涯を概説するところで触

れましたが、社会に平和と繁栄をもたらすために、同じ教えを繰りかえし説明しています。 

主は、私たち献愛者の奉仕に満足することを『バガヴァッド・ギーター』で公に宣言し、

またその同じ方法が主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブの生涯と布教活動をとおし

てしめされています。至高主ハリ（すべての苦しみから私たちを解放させる方、人格主神）

を喜ばせるヤギャ・儀式を執行する完璧な方法は、争いと意見の衝突に満ちたこの暗⿊の時

代に降誕した主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブの方法に従うことにあります。 

マハーラージ・ユディシュティラは、すべてが揃っていた時代に馬の供儀祭の道具を確保

するために大量の⾦を集める必要がありましたが、すべてが不足し、⾦もほとんどない現代

にそのようなヤギャができるわけがありません。いまは、くず同然の紙幣の山を持たされ、

やがて景気が良くなればそれが⾦に変わると約束されている時代ですが、マハーラージ・ユ

ディシュティラが費やした富に匹敵する冨は、個人でも集団でも、あるいは国でも用意する

ことはできません。ですから現代にふさわしい方法は、シャーストラにもとづいて主シュリ

ー・チャイタンニャ・マハープラブが勧めた方法です。費用はいっさいかかりませんし、し

かもヤギャの執行という高くつく方法よりもすばらしい恩恵を授かることができるのです。 

ヴェーダの原則にもとづいておこなわれる馬や牛の供儀祭は、動物を殺す手段と誤解され

てはなりません。ヤギャで捧げられた動物は、ヴェーダ聖歌の吟唱という超越的な力によっ

て新しい生涯を与えられ、若返ることができます。その吟唱がもたらすものは、適切になさ

れれば俗人が考えるものとはまったく違っています。ヴェーダ・マントラはすべて実用的で

あり、捧げられた動物が若返ることがその証拠です。 

現代の名前だけのブラーフマナや僧侶がヴェーダ聖歌を唱えても、正しい方法に沿った唱

名にはありません。正しい訓練を受けていない再誕の家庭の子孫は、本来のブラーフマナと

はかけはなれ、かれらはシュードラ、すなわち「１回だけの誕生をする人間」と呼ばれてい

ます。１回誕生しただけの人にヴェーダ聖歌を唱える資格はなく、かれらが根源のマントラ

を唱えても実益は得られません。 
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主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブはかれらを救うために、サンキールタン運動、

すなわちすべての実益を満たすヤギャを提唱しています。そして現代人は、この確実かつ承

認された道に従うよう強く勧められているのです。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節 

 
AahUTaae >aGavaNa( raja YaaJaiYaTva iÜJaENa*RPaMa( ) 
ovaSa  k-iTaicNMaaSaaNa(  Sauôda& iPa[Yak-aMYaYaa )) 35 )) 

 
アーフートー バハガヴァーン ラーギャー 
ähüto bhagavän räjïä 

 
ヤージャイトゥヴァー ドゥヴィジャイル ヌリパンム 
yäjayitvä dvijair nåpam 

 
ウヴァーサ カティチンム マーサーン 
uväsa katicin mäsän 

 
スフリダーンム プリヤ・カーミャヤー 
suhådäà priya-kämyayä 

 

ähütaù—〜に呼ばれて ; bhagavän—主クリシュナ、人格主神 ; räjïä—王によって ; 

yäjayitvä—執行させること; dvijaiù—博学なブラーフマナ達によって; nåpam—王に代わ

っ て ; uväsa— 住 ん だ ; katicit— ２ 、 ３ の ; mäsän— 月 ; suhådäm— 親 族 の た め に ; 

priya-kämyayä—喜びのために。 
 

主シュリー・クリシュナ、人格主神はマハーラージ・ユディシュティラがおこなう供儀祭

に招かれ、充分に資格をそなえた（再誕者の）ブラーフマナたちによって儀式が執行される

よう監督した。そのあと、親族たちを満足させるために数ヶ月その地にとどまった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主シュリー・クリシュナは、ヤギャ執行の監督を見守るようマハーラージ・ユディシュテ

ィラに招かれ、年⻑のいとこの命令に従い、ヤギャが博識な再誕のブラーフマナたちになさ

れるよう指導しました。ブラーフマナの家族に誕生したからヤギャを執行する資格がある、

というわけではありません。適切な訓練を受け、真正なアーチャーリャからの入門式を受け

る必要があるのです。ブラーフマナの家庭に生まれた１回の誕生の子孫は、１回誕生したシ

ュードラと同じであり、そのようなブラフマ・バンドゥ（brahma-bandhu）「１回誕生の

資格のない子孫」が宗教やヴェーダの行事にかかわることは禁止されています。主シュリ

ー・クリシュナはこの条件が満たされるよう世話役の依頼を受けましたが、完璧な主は、そ

の供儀祭が真正な再誕のブラーフマナたちによって首尾良く執行されるよう導きました。 
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第３６節第３６節第３６節第３６節 

 
TaTaae raja>YaNaujaTa" k*-Z<aYaa Sah bNDaui>a" ) 
YaYaaE  ÜarvTaq&  b]øNa(  SaaJauRNaae Yadui>av*RTa" )) 36 )) 

 
タトー ラーギャービャヌギャータハ 

 tato räjïäbhyanujïätaù 
 

クリシュナヤー サハ・バンドフゥビヒヒ 

kåñëayä saha-bandhubhiù 
 

ヤヤウ ドゥヴァーラヴァティーンム ブラフマン 

yayau dväravatéà brahman 
 

サールジュノー ヤドゥビヒル ヴリタハ 

särjuno yadubhir våtaù 
 

tataù—その後; räjïä—王によって; abhyanujïätaù—許されて; kåñëayä—またドゥラ

ウパディーによって; saha—〜と一緒に; bandhubhiù—他の親族達; yayau—〜に行った; 

dväravatém—ドゥヴァーラカーダーマ; brahman—ブラーフマナ達よ; sa-arjunaù—アル

ジュナと共に; yadubhiù—ヤドゥ王家の人々によって; våtaù—囲まれて。 
 

シャウナカよ。主はそのあと、ユディシュティラ王、ドゥラウパディー、他の親族たちに

別れを告げ、アルジュナやヤドゥ王家の人々をともなってドゥヴァーラカーの都市に向かっ

た。 
 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第 12

章、「パリークシット皇帝の誕生パリークシット皇帝の誕生パリークシット皇帝の誕生パリークシット皇帝の誕生」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。」の要旨解説を終了します。 


